
  
 

国民の命と生活を守る

感染症と自然災害に強い日本を 

武道館１万人大会 
国民の命と生活を守る 

報告集 

ニューレジリエンスフォーラム 

https://nr-f.jp 

「国民の命と生活を守る武道館１万人大会」実行委員会 



 

1 

 
 

全
国
各
地
よ
り
１
万
２
３
１
名
が
結
集 

 

ニ
ュ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
、
県
民
大
会
等
の
啓
発
活
動
の
広
が
り
、
政
府
・
各
政

党
へ
の
４
度
に
わ
た
る
提
言
活
動
を
踏
ま
え
、
令
和
６
年

５
月

30
日
、「
国
民
の
命
と
生
活
を
守
る
武
道
館
１
万
人
大

会
」
が
日
本
武
道
館
に
て
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
１
万
２
３

１
名
が
結
集
し
ま
し
た
。 

司
会
は
語
り
部
の
平
野
啓
子
さ
ん
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映

像
で
は
、「
鎮
魂
と
復
興
」
と
題
し
て
、
江
戸
時
代
に
津
波

か
ら
村
を
救
っ
た
浜
口
梧
陵
の
「
稲
む
ら
の
火
」
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
な
ど
を
映
像
で
紹
介
。 

能
登
半
島
地
震
の
犠
牲
者
へ
の
黙
祷
を
捧
げ
、
ソ
プ
ラ

ノ
歌
手
の
野
々
村
彩
乃
さ
ん
に
よ
る
国
歌
独
唱
に
続
き
全

員
で
斉
唱
し
て
開
会
し
ま
し
た
。 

三
村
明
夫
会
長
（
日
本
製
鉄
株
式
会
社
名
誉
会
長
）
は
、

主
催
者
挨
拶
に
て
、「
国
難
災
害
に
備
え
、
平
時
か
ら
緊
急

時
へ
と
転
換
出
来
る
ル
ー
ル
と
法
整
備
、
及
び
そ
れ
ら
の

根
拠
規
定
で
あ
る
憲
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
、
す
な

わ
ち
緊
急
事
態
条
項
の
創
設
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
」

と
訴
え
ま
し
た
。 

 岸
田
総
裁
が
「
全
力
で
取
り
組
む
」
と
決
意
表
明 

 

岸
田
文
雄
自
由
民
主
党
総
裁
は
、
国
会
で
論
議
と
な
っ

て
い
る
憲
法
の
緊
急
事
態
条
項
に
つ
い
て
は
「
自
民
党
と

し
て
、
国
会
の
発
議
に
向
け
た
具
体
的
な
議
論
が
前
に
進

む
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ゆ
く
」
と
表
明
し
ま
し
た
。 

大
会
で
は
、
能
登
の
復
興
支
援
を
大
き
く
掲
げ
、「
能
登

半
島
の
被
災
地
か
ら
」
と
題
し
て
石
川
県
七
尾
市
の
恵
寿

（
け
い
じ
ゅ
）
総
合
病
院
の
神
野
正
博
理
事
長
が
報
告
、
続
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い
て
松
本
尚
企
画
委
員
長
（
日
本
医
科
大
学
特
任
教
授
）

が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
・
提
言
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 杉
良
太
郎
氏
や
野
口
健
氏
ら
が
意
見
表
明 

 

そ
の
後
、「
感
染
症
と
自
然
災
害
に
強
い
社
会
を
」
テ
ー

マ
に
各
界
よ
り
意
見
表
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
医
療
界
か

ら
松
本
吉
郎
日
本
医
師
会
会
長
、
自
然
災
害
に
際
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
て
い
る
厚
労
省
健
康
行
政
特

別
参
与
の
杉
良
太
郎
氏
、
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
野
口
健
氏
、

防
災
の
専
門
家
と
し
て
河
田
惠
昭
関
西
大
学
特
別
任
命
教

授
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
発
言
し
ま
し
た
。 

地
方
議
員
の
取
り
組
み
と
し
て
、
緊
急
事
態
条
項
を
求

め
る
地
方
議
員
署
名
３
３
１
４
名
、
地
方
議
会
決
議

32
府

県
の
成
果
が
発
表
さ
れ
、
出
席
し
た
地
方
議
員
３
２
０
名

を
代
表
し
て
大
越
農
子
北
海
道
議
会
議
員
が
、
意
見
表
明

を
行
い
ま
し
た
。 

 自
民
・
公
明
・
維
新
・
国
民
４
党
へ
決
議
文
を
手
交 

 

大
会
決
議
（
３
頁
～
４
頁
参
照
）
を
採
択
の
後
、
各
政

党
代
表
に
決
議
文
を
手
交
し
、
党
派
を
超
え
た
取
り
組
み

を
要
請
。
自
民
党
の
中
谷
元
・
衆
議
院
憲
法
審
査
会
筆
頭

幹
事
、
北
側
一
雄
・
公
明
党
憲
法
調
査
会
会
長
、
馬
場
伸

幸
・
日
本
維
新
の
会
代
表
、
玉
木
雄
一
郎
・
国
民
民
主
党

代
表
が
決
議
文
を
受
け
て
挨
拶
し
ま
し
た
。 

最
後
に
横
倉
義
武
共
同
代
表
（
日
本
医
師
会
名
誉
会
長
）

が
閉
会
の
挨
拶
を
述
べ
、
武
道
館
大
会
は
盛
会
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

三村明夫会長 岸田文雄総裁 杉良太郎氏 野口健氏 

神野正博氏 松本 尚氏 松本吉郎氏 河田惠昭共同代表 横倉義武共同代表

氏 

発起人団体 代表者の方々 

野々村彩乃氏 

平野啓子氏 
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大 

会 

決 

議 
 

能
登
半
島
地
震
の
発
生
か
ら
ま
も
な
く
５
カ
月
と
な
る
。

震
度
７
の
激
し
い
揺
れ
に
よ
る
建
造
物
の
倒
壊
、
津
波
や
土

砂
災
害
、
大
規
模
火
災
な
ど
の
多
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
も
ま
た
、
国
民

の
健
康
と
社
会
経
済
活
動
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。 

 

政
府
は
、
各
種
事
態
、
大
規
模
災
害
、
重
大
事
故
、
感
染

症
な
ど
、
種
々
の
緊
急
時
に
は
内
閣
官
房
・
内
閣
府
が
総
合

調
整
を
適
切
に
行
い
、
関
係
省
庁
が
連
携
し
て
持
て
る
力
を

最
大
限
に
発
揮
す
る
と
し
て
い
る
が
、
首
都
直
下
地
震
や
南

海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
国
難
級
の
災
害
が
発
生
し
た
際
に
感

染
症
と
の
複
合
災
害
を
想
定
し
た
と
き
、
現
状
の
よ
う
な
複

数
の
司
令
機
能
が
混
在
し
て
い
て
は
、
適
切
な
対
策
を
と
る

こ
と
が
果
た
し
て
出
来
る
で
あ
ろ
う
か
。 

 

こ
の
際
、
各
種
民
間
団
体
は
自
発
的
に
多
大
な
貢
献
を
し

て
い
る
も
の
の
、
地
方
自
治
体
と
の
協
定
は
地
域
ご
と
、
団

体
ご
と
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
非
常
時
に
お
け
る
各
団
体
の

潜
在
力
を
最
大
限
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
危

惧
さ
れ
る
。 

 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
態
に
既
存
の
法
律
で
対
応
で
き
な
い

状
況
が
生
じ
た
際
に
は
、
こ
れ
ま
で
逐
次
、
新
た
な
立
法
、

あ
る
い
は
既
存
の
法
律
の
改
正
に
よ
り
対
処
し
て
き
た
が
、

そ
の
都
度
、
迅
速
性
を
欠
く
点
で
批
判
を
浴
び
て
き
た
こ
と

は
否
め
な
い
。
さ
ら
に
は
、
日
本
国
憲
法
に
こ
の
よ
う
な
緊

急
事
態
に
対
応
す
る
規
定
が
な
い
こ
と
か
ら
、
既
存
の
法
律

に
お
け
る
緊
急
事
態
と
の
整
合
性
、
立
法
の
暇
の
な
い
と
き

の
対
応
に
課
題
を
残
し
て
い
る
。 

決議文を受け取る４党代表 

来場した国会議員の方々 

公明党副代表 

北側一雄氏 

自民党 

憲法改正実現本部長 
古屋圭司氏 

国民民主党代表 
玉木雄一郎氏 

日本維新の会代表 
馬場伸幸氏 
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北海道議会議員 
大越農子氏 

防災アナウンサー 
奥村奈津美氏 

 

こ
う
し
た
中
で
、
憲
法
に
緊
急
事
態
対
応
を
明
記
す
る
国

会
発
議
を
求
め
る
地
方
議
員
署
名
は
３
千
名
を
超
え
た
。
同

趣
旨
の
地
方
議
会
の
意
見
書
が

32
府
県
で
採
択
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
国
民
の
声
、
地
方
議
会
の
声
に
こ
た
え
て
、
国
会

に
は
緊
急
事
態
対
応
の
条
文
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
感
染
症
と
自
然
災
害
か
ら
国
民
の
命

と
生
活
を
守
る
た
め
に
、
特
に
重
視
さ
れ
る
べ
き
以
下
の
点

に
つ
い
て
提
唱
す
る
。 

 

一
、 

国
は
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
す
る
オ
ー
ル
ハ
ザ
ー
ド
型

の
司
令
塔
を
設
置
し
、
国
・
地
方
の
指
揮
系
統
を
確
立

す
る
こ
と 

一
、 

災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
地
方
自
治
体
が
広

範
な
業
界
団
体
と
防
災
協
定
を
結
び
、
素
早
い
連
携

が
可
能
と
な
る
よ
う
、
国
が
主
導
し
て
準
備
を
進
め
る

こ
と 

一
、 

「 

憲
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
」
に
よ
っ
て
法
律
が

「
平
時
」
か
ら
「
緊
急
時
」
の
ル
ー
ル
へ
と
転
換
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
こ
と
。
国
会
が
召
集
で
き
な
い
事
態
に
お

い
て
、
緊
急
政
令
や
緊
急
財
政
支
出
が
可
能
と
な
る
制

度
を
憲
法
に
規
定
す
る
こ
と 

  

以
上
、
政
府
並
び
に
各
政
党
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、
災

害
に
強
い
町
づ
く
り
、
国
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
議

す
る
。 

令
和
６
年
５
月

30
日 

 

国
民
の
命
と
生
活
を
守
る
武
道
館
１
万
人
大
会 

〔朗読〕防  災  ア  ナ  ウ  ン  サ  ー   奥  村  奈津美  

感染症と自然災害に強い日本を！  

国民の命と生活を守る１万人大会  

日時  令和６年５月３０日（木）  15 時～17 時  

主催  「国民の命と生活を守る武道館１万人大会」実行委員会 

共催  ニューレジリエンスフォーラム（会長 三村明夫） 

協力  美しい日本の憲法をつくる国民の会（共同代表 櫻井よしこ） 

【成   果】 

緊急事態対応の国会発議を求める 

①国会議員署名  超党派３０１名  

②地方議員署名  ３３１４名  

③地方議会決議  ３２府県議会  

会場  日本武道館   参加者数１０，２３１名  
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「
国
民
の
命
と
生
活
を
守
る
武
道
館
１
万
人

大
会
」
の
開
催
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。 

ま
ず
は
こ
の
度
の
開
催
に
あ
た
り
、
格
別
の

ご
尽
力
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
、
関
係
諸
団
体

の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
本
日
は
、
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
国
会
議
員
の
皆
様

に
ご
臨
席
を
賜
り
、
ま
た
全
国
知
事
会
及
び
都
道
府
県
議
会
議
長
会
、
地

方
議
員
の
皆
様
、
各
界
を
代
表
す
る
大
勢
の
皆
様
が
、
こ
の
よ
う
に
こ
こ

日
本
武
道
館
に
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

ニ
ュ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
令
和
３
年
６
月
、
「
感
染
症
と

自
然
災
害
に
強
い
社
会
を
作
る
た
め
、
広
く
各
界
と
連
帯
し
、
緊
急
事
態

に
対
応
す
る
国
民
的
議
論
を
推
進
す
る
」
と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
、
医
療

界
・
経
済
界
・
防
災
・
自
治
体
・
福
祉
関
係
な
ど
、
各
界
代
表
の
ご
賛
同

を
い
た
だ
き
発
足
い
た
し
ま
し
た
。 

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
と
は
、
危
機
に
対
処
す
る
社
会
の
回
復
力
を
意
味

し
、
こ
れ
ま
で
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
「
提
言
」
を
政
府
・
各
党
に
４
度

に
わ
た
り
提
出
し
、「
医
療
提
供
体
制
の
整
備
」
や
「
医
薬
品
の
緊
急
承
認

制
度
」
な
ど
が
実
現
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

ま
た
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
、
21
の
都
道
府
県
に
お
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
・

県
民
大
会
を
開
催
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
啓
発
活
動
も
推
進
し
て
お
り
ま

す
。 さ

て
、
能
登
半
島
地
震
か
ら
間
も
な
く
５
ヶ
月
を
迎
え
ま
す
。
今
な
お

３
千
人
を
超
え
る
方
々
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

能
登
半
島
地
震
は
、
日
本
列
島
の
ど
こ
の
地
域
に
暮
ら
し
て
い
て
も
、

常
に
自
然
災
害
・
地
震
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。 

我
が
国
は
、
過
去
１
５
０
０
年
間
で
、
死
者
千
人
以
上
の
巨
大
災
害
が

99
回
、
す
な
わ
ち
15
年
に
１
回
も
発
生
し
、
明
治
以
降
の
１
６
０
年
の
間

に
も
、
死
者
３
千
人
以
上
の
巨
大
災
害
が
８
回
発
生
し
、
そ
の
度
に
幾
多

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。 

１
０
１
年
前
、
大
正
12
年
の
関
東
大
震
災
の
発
生
直
後
、
東
京
商
工
会

議
所
初
代
会
頭
の
渋
沢
栄
一
は
、
民
間
有
志
に
よ
る
救
護
復
興
の
た
め
の

組
織
、「
大
震
災
善
後
会
」
を
結
成
し
、
被
災
者
救
済
を
支
援
し
、
寄
付
金

事
業
に
も
奔
走
い
た
し
ま
し
た
。 

「
困
窮
者
へ
の
迅
速
で
細
や
か
な
配
慮
は
、
民
間
だ
か
ら
こ
そ
可
能
に
な

る
。
我
々
で
、
内
外
の
実
業
家
に
寄
付
を
呼
び
か
け
、
積
極
的
に
資
金
を

集
め
よ
う
で
は
な
い
か
」
と
訴
え
、
民
間
の
義
捐
金
を
救
済
事
業
に
迅
速

に
活
用
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
た
当
時
の
政
府
は
、
大
震
災
発
生
後
３
ヶ
月
間
も
帝
国
議
会
が
機
能

し
な
い
中
、
憲
法
に
基
づ
く
緊
急
政
令
を
15
本
発
す
る
こ
と
で
、
被
害
者

救
済
の
た
め
の
食
料
調
達
支
援
、
被
害
者
の
租
税
免
除
を
次
々
と
実
施
し
、

国
民
の
命
と
財
産
を
守
り
ま
し
た
。 

災
害
に
よ
る
被
害
軽
減
の
た
め
に
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助
が
必
要
な

こ
と
は
、
私
た
ち
は
大
き
な
災
害
の
度
に
教
訓
と
し
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。 

●
主
催
者
挨
拶 

国
民
の
命
と
生
活
を
守
る
た
め
、
速
や
か
に

「
緊
急
事
態
条
項
」
の
条
文
起
草
を 

 

ニ
ュ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
長 

三
村 

明
夫 
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今
後
、
首
都
直
下
や
南
海
ト
ラ
フ
等
の
巨
大
地
震
が
懸
念
さ
れ
ま
す
け

れ
ど
も
、
国
難
災
害
に
備
え
「
平
時
」
か
ら
「
緊
急
時
」
へ
と
転
換
出
来

る
ル
ー
ル
と
法
整
備
、
及
び
そ
れ
ら
の
根
拠
規
定
で
あ
る
憲
法
に
基
づ
く

緊
急
事
態
宣
言
、
す
な
わ
ち
緊
急
事
態
条
項
の
創
設
が
強
く
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。 

国
会
議
員
の
皆
様
に
は
、
現
在
、
憲
法
審
査
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
緊

急
事
態
条
項
に
つ
い
て
、
国
民
の
命
と
生
活
を
守
る
た
め
、
速
や
か
に
「
条

文
起
草
」
の
段
階
に
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
強
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

感
染
症
や
自
然
災
害
へ
の
備
え
は
、
国
と
地
方
の
制
度
を
整
え
る
と
と

も
に
、
広
く
国
民
が
認
識
し
行
動
に
移
す
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
命
と
生

活
を
守
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

本
日
の
こ
の
大
会
が
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
、
国
づ
く
り
へ
の
新
た

な
出
発
点
と
な
る
こ
と
を
強
く
祈
念
し
て
、
私
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 
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会
場
に
お
集
ま
り
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
自

由
民
主
党
総
裁
の
岸
田
文
雄
で
す
。 

「
国
民
の
命
と
生
活
を
守
る
武
道
館
１
万
人
大

会
」
の
開
催
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

よ
り
充
実
し
た
災
害
対
策
、
感
染
症
対
策
の
実

現
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
ご
活
動
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
方

に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

我
が
国
は
そ
の
自
然
条
件
か
ら
、
地
震
・
台
風
・
豪
雨
等
の
様
々
な
災

害
が
、
場
所
を
問
わ
ず
発
生
し
や
す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
本
年
は

年
初
か
ら
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
半
島
と
い
う
地
理
的
制
約
が
あ
る

中
、
孤
立
集
落
の
発
生
や
大
規
模
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
絶
な
ど
、
大
変

困
難
な
事
態
へ
の
対
応
を
強
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

復
旧
・
復
興
へ
の
取
り
組
み
は
、
今
も
現
在
進
行
形
で
進
ん
で
い
ま
す
。

災
害
が
激
甚
化
そ
し
て
頻
発
化
す
る
中
に
あ
っ
て
、
ま
た
未
知
の
感
染
症

危
機
が
い
つ
ま
た
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
、
そ
う
い
っ
た
中
に
あ
っ
て
、

災
害
等
の
緊
急
事
態
に
強
い
国
づ
く
り
、
こ
れ
は
大
変
重
要
な
課
題
で
す
。 

政
府
と
し
て
も
こ
れ
ま
で
、
組
織
体
制
や
法
制
度
の
見
直
し
を
含
め
、

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
来
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
回
の
能
登
半
島
地

震
に
つ
い
て
も
、
復
旧
・
復
興
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
発
災
直

後
の
一
連
の
対
応
に
つ
い
て
振
り
返
り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

そ
こ
で
得
ら
れ
た
教
訓
を
踏
ま
え
、
様
々
な
新
技
術
等
も
活
用
し
な
が
ら
、

災
害
対
策
の
一
層
の
強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。 

国
と
地
方
自
治
体
や
、
各
種
業
界
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
の

効
果
的
な
連
携
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
も
、
不
断
の
見
直
し
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。 

ま
た
、
本
日
は
自
由
民
主
党
総
裁
と
し
て
お
招
き
を
い
た
だ
い
て
い
る

事
か
ら
、
憲
法
に
つ
い
て
少
し
お
話
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
、
三
村
会
長
か
ら
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
衆
参
の
憲
法
審

査
会
に
お
い
て
憲
法
改
正
に
関
す
る
様
々
な
議
論
が
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、

中
で
も
緊
急
事
態
条
項
に
つ
い
て
は
、
相
当
程
度
議
論
が
煮
詰
ま
っ
て
い

る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。 

災
害
の
時
代
と
も
言
わ
れ
る
昨
今
に
あ
っ
て
、
緊
急
事
態
の
中
で
、
国

会
な
ど
国
家
の
機
能
が
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
事
は
大
変
現
実
的

で
、
そ
し
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
も
多
く
の
災
害
対
応
を

経
験
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
素
か
ら
様
々
な
事
態
を
想
定
し
、
準
備
を
し

て
お
か
な
け
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
時
の
対
応
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

例
え
ば
こ
れ
ま
で
に
現
行
憲
法
の
下
で
、
国
会
議
員
の
任
期
が
直
接
問

題
と
な
っ
た
事
例
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
不
測
の
事
態
は
い
つ
で

も
起
こ
り
得
る
も
の
で
す
。 

現
行
憲
法
が
施
行
か
ら
77
年
の
間
、
一
度
も
改
正
さ
れ
て
い
な
い
中
に

あ
っ
て
、
現
行
の
憲
法
で
不
足
し
て
い
る
点
が
無
い
か
、
不
断
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
く
事
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
し
、
そ
れ
が
責
任
政

党
と
し
て
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

憲
法
改
正
は
国
会
が
発
議
す
る
も
の
で
す
が
、
最
終
的
に
は
主
権
者
た

る
国
民
の
皆
様
が
国
民
投
票
で
決
め
る
も
の
で
あ
り
、
主
役
は
国
民
の
皆

様
で
す
。 

社
会
が
大
き
く
変
化
し
、
憲
法
改
正
が
ま
す
ま
す
先
送
り
の
出
来
な
い

重
要
な
課
題
と
な
る
中
に
あ
っ
て
、
国
民
の
皆
様
に
選
択
肢
を
示
す
事
は

●
来
賓
挨
拶 

憲
法
改
正 

選
択
肢
示
す
の
は
政
治
の
責
任 

 

自
由
民
主
党
総
裁 

岸
田 

文
雄 
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政
治
の
責
任
で
あ
り
、
い
た
ず
ら
に
議
論
を
引
き
延
ば
し
選
択
肢
の
提
示

す
ら
行
わ
な
い
と
い
う
事
に
な
れ
ば
、
責
任
の
放
棄
と
言
わ
れ
て
も
や
む

を
得
ま
せ
ん
。 

国
民
の
皆
様
に
早
期
に
選
択
肢
を
示
す
た
め
に
も
、
憲
法
審
査
会
の
場

な
ど
で
具
体
案
を
ベ
ー
ス
に
議
論
が
前
に
進
む
事
を
心
か
ら
期
待
し
て
お

り
ま
す
し
、
自
民
党
と
し
て
も
国
会
の
発
議
に
向
け
た
具
体
的
な
議
論
が

前
に
進
む
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。 

結
び
に
、
国
会
で
の
議
論
を
加
速
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、
憲
法
改
正
を
求
め
る

国
民
の
皆
様
の
声
も
大
変
重
要
で
す
。
自

民
党
は
国
会
で
の
具
体
的
な
憲
法
論
議

と
、
国
民
の
理
解
の
深
化
、
こ
の
二
つ
を

車
の
両
輪
と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
全

国
各
地
で
の
対
話
集
会
な
ど
を
通
じ
て
、

国
民
の
皆
様
と
憲
法
に
つ
い
て
共
に
議

論
を
し
、
そ
し
て
憲
法
改
正
に
つ
い
て
の

理
解
を
共
に
深
め
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

本
日
の
こ
の
大
会
が
、
国
民
全
体
で
災

害
対
応
を
考
え
、
さ
ら
に
は
憲
法
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
、
そ
の
よ
う
な
貴
重

な
機
会
に
な
る
事
を
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
、
能
登
、
七
尾
に

住
ん
で
お
り
ま
す
。
全
国
か
ら
、
１
月
１
日
の

発
災
以
来
、
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を
頂
戴
し
ま

し
た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

さ
て
、
私
は
こ
の
ニ
ュ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
フ

ォ
ー
ラ
ム
の
発
起
人
の
一
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。

感
染
症
、
災
害
対
策
、
大
変
だ
よ
ね
と
い
う
話
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
、

ま
さ
に
被
災
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
は
、
両
方
の
思
い
を
重
ね
な
が
ら
話
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

石
川
県
七
尾
市
で
震
度
６
強
の
地
震
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
「
災

害
で
も
医
療
を
止
め
な
い
」
と
い
う
思
い
で
、
私
た
ち
は
１
月
１
日
か
ら

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
何
を
し
て
き
た
の
か
、
と
い
う
お
話

を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

Ｂ
Ｃ
Ｍ
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ*

、
残
っ
た
資
源
を
最
大
限
活
用
す
る
と
い
う
考
え

方
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。「
い
つ
も
の
Ｂ
Ｃ

Ｍ
」「
も
し
も
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
。
普
段
か
ら
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
そ
し
て
「
も

し
も
こ
う
な
っ
た
時
に
プ
ラ
ン
を
ど
う
立
て
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
が
必

要
で
す
。「
想
定
外
を
想
定
せ
よ
」
と
い
う
考
え
方
で
、
私
た
ち
は
作
っ
て

き
ま
し
た
。 

●
能
登
半
島
の
被
災
地
か
ら 

「
災
害
で
も
医
療
を
止
め
な
い
」 

恵
寿
総
合
病
院
理
事
長 

神
野 

正
博 
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最
初
は
２
０
１
６
年
に
作

り
、
そ
の
後
、
２
０
２
０
年

ま
で
何
回
か
改
定
を
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
実

際
に
水
は
ど
う
備
え
る
ん
だ

と
か
、
電
気
は
ど
う
備
え
る

ん
だ
、
あ
る
い
は
非
常
用
自

家
発
電
は
ど
う
備
え
る
ん
だ

と
。
そ
れ
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
は
動
く
の
か
動
か
な
い
の

か
、
ト
イ
レ
は
使
え
る
の
か

ど
う
か
と
い
っ
た
事
も
含
め

て
、
こ
と
細
か
に
想
定
し
て

き
た
訳
で
あ
り
ま
す
。 

ま
さ
に
こ
の
、
目
に
見
え

な
い
投
資
と
い
う
も
の
は
大

き
く
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

基
本
は
二
重
化
と
い
う
事
が

必
要
で
す
。 

私
た
ち
は
２
０
０
７
年
の

能
登
半
島
地
震
で
１
回
被
災

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
時
に

も
、
今
回
ほ
ど
で
は
な
か
っ

た
で
す
け
れ
ど
も
、
建
物
等
が
損
壊
し
て
い
る
部
分
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
、
医
療
を
や
っ
て
い
る
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
の
仲
間
に
、
私
は
た
く
さ
ん
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
い
た
し
ま
し

た
。 

 

ま
ず
建
物
。
新
し
い
建
物
は
免
震
建
築
に
し
て
、
し
か
も
海
の
そ
ば
に

あ
り
ま
す
の
で
液
状
化
対
策
を
や
る
。
そ
れ
か
ら
水
は
二
重
化
す
る
。
水

道
と
井
戸
水
で
す
。
井
戸
水
は
普
段
か
ら
水
質
検
査
を
行
っ
て
、
飲
め
る

か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た
訳
で
あ
り
ま
す
。
今
回
、
私
た
ち
の
病
院
に

水
道
水
が
来
た
の
は
３
月
１
日
で
す
。
２
ヶ
月
間
、
私
た
ち
は
井
戸
水
で

医
療
を
守
り
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
電
気
は
２
回
線
受
電
。
そ
れ
か
ら
避
難
路
と
し
て
屋
上
ヘ
リ

ポ
ー
ト
も
作
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、「
防
災
協
定
」
と
い
う
も
の
を
医
療

関
係
者
、
あ
る
い
は
物
流
・
薬
品
そ
れ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
所
と

結
ん
だ
訳
で
あ
り
ま
す
（
図
の
５
、
６
、
７
、
８
）
。 

ま
た
、
私
ど
も
の
持
っ
て
い
る
関
連
施
設
で
、
福
祉
避
難
所
が
作
れ
る

よ
う
に
し
て
お
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
救
急
外
来
に
来
ら
れ
て
、

普
通
な
ら
点
滴
１
本
を
し
て
帰
っ
て
下
さ
い
と
い
う
患
者
さ
ん
で
も
、
避

難
所
に
帰
れ
な
い
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
訳
で
す
。
で
も
病
院
に
入

院
し
て
し
ま
う
と
、
救
急
患
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
40
床
の
福
祉
避
難
所
を
す
ぐ
に
作
っ
て
、

そ
う
い
っ
た
方
々
に
移
動
し
て
頂
き
、
安
心
を
提
供
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
最
近
話
題
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
／
Ｄ
Ｘ
で
す
。
例
え
ば
業
務
用
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（
図
の
10-

６
）
。
こ
れ
も
今
回
私
た
ち
の
病
院
の
中
で
ス
マ
ホ

だ
け
で
色
ん
な
仕
事
が
出
来
る
と
い
う
仕
組
み
を
作
っ
て
お
き
ま
し
た
。

去
年
の
４
月
、
こ
の
仕
組
み
を
作
っ
て
お
い
た
と
い
う
事
も
当
た
っ
た
の

か
な
と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
（
発
災
し
た
の
が
）
16
時
10
分
で
あ
り
ま
し
た
。 

私
ど
も
の
病
院
は
４
つ
の
建
物
か
ら
な
っ
て
お
り
ま
す
け
ど
も
、
本
館

が
免
震
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
３
病
棟
、
５
病
棟
、
そ
れ
か
ら
ロ
ー
レ

ル
ハ
イ
ツ
が
耐
震
で
あ
り
ま
す
。
耐
震
建
物
は
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
建
物
そ
の
も
の
は
損
壊
し
て
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
棚
が
落
ち
る
、

天
井
が
落
ち
る
、
水
道
管
が
破
裂
す
る
、
ボ
イ
ラ
ー
が
ひ
っ
く
り
返
る
。

た
だ
、
免
震
棟
に
つ
き
ま
し
て
は
、
棚
の
も
の
一
つ
も
落
ち
ず
に
医
療
を

継
続
出
来
ま
し
た
。 
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こ
れ
が
罫
書
き
記
録
と

言
い
ま
し
て
、
ど
れ
だ
け
動

い
た
か
と
い
う
記
録
版
が
、

こ
の
免
震
棟
の
地
下
に
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
の
１
番
長
い

と
こ
ろ
で
、
南
へ
約
20
㎝
、

ご
覧
の
通
り
ぐ
る
ぐ
る
ぐ

る
ぐ
る
回
っ
た
と
い
う
の

が
、
今
回
の
能
登
半
島
地
震

の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
ま

す
し
、
こ
の
軌
跡
を
取
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
事
で

あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
能
登
の

軌
跡
で
あ
り
ま
す
し
、
私
た

ち
に
と
っ
て
は
奇
跡
的
に

こ
れ
に
耐
え
た
病
院
だ
っ

た
と
い
う
事
に
な
っ
た
の

か
な
と
思
い
ま
す
。 

普
通
な
ら
ば
災
害
に
よ

っ
て
、
平
時
に
比
べ
ま
す
と

ド
ン
と
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル

は
落
ち
て
、
そ
こ
か
ら
徐
々

に
復
旧
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
医
療
は
消
防
・
警

察
と
い
っ
た
と
こ
ろ
と
同
様
に
平
時
の
医
療
を
継
続
し
な
が
ら
、
復
旧
も

し
な
が
ら
、
そ
し
て
緊
急
医
療
も
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
仕
事
量
が
大

き
く
増
大
す
る
事
に
な
る
訳
で
す
。
「
速
や
か
な
災
害
対
策
本
部
の
設
置
」

と
「
指
揮
命
令
系
統
の
一
本
化
」
、
そ
し
て
「
非
常
時
と
は
常
時
で
は
な
い
」

と
い
う
考
え
方
が
必
要
で
、
そ
の
中
で
使
え
る
資
源
を
ど
う
使
う
か
と
い

う
考
え
方
が
必
要
か
な
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
病
院
の
入
院
患
者

数
の
グ
ラ
フ
で
あ
り
ま

す
。
災
害
と
共
に
病
院
の

キ
ャ
パ
は
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
耐
震
棟
の
入
院
を

取
れ
な
く
な
っ
た
訳
で

す
。
免
震
棟
に
作
っ
た
仮

設
病
棟
に
よ
っ
て
キ
ャ
パ

以
上
の
入
院
患
者
さ
ん
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
１
月
11
日
、
緊
急
復

旧
で
耐
震
病
棟
を
仮
復
旧

さ
せ
て
、
そ
し
て
ド
ン
と

キ
ャ
パ
を
上
げ
て
救
急
対

応
し
た
と
い
う
よ
う
な
グ

ラ
フ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

ま
さ
に
今
回
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
も
繋
が
る
訳
で
あ

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
た

ち
に
は
ス
ピ
ー
ド
感
が
必

要
で
す
。
そ
し
て
情
報
と

決
定
の
一
元
化
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。
正
直
言
い
ま

し
て
、
や
は
り
市
町
の
レ
ベ
ル
、
県
の
レ
ベ
ル
、
あ
る
い
は
国
の
レ
ベ
ル

と
い
っ
た
、
縦
割
り
行
政
と
い
っ
た
も
の
の
弊
害
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い

訳
で
あ
り
ま
す
し
、
そ
し
て
災
害
復
旧
の
司
令
塔
と
、
そ
こ
に
対
す
る
権

限
の
付
与
と
い
う
も
の
は
、
極
め
て
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
現
場
に
い
て

強
く
思
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。 
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今
回
は
過
疎
地
で
あ
り
、
そ
し
て
超
高
齢
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
元
に
戻
し
て
ど
う
す
る
ん
だ
と
い
う
の
が
能
登
で
あ
り
ま
す
。「
元
」
で

は
な
く
て
、
過
疎
地
の
未
来
の
医
療
、
過
疎
地
の
街
づ
く
り
と
い
う
も
の

が
、
今
必
要
で
は
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。「
日
本
の
未
来
が
早
く
や
っ

て
く
る
、
未
来
を
創
る
」
と
い
う
考
え
方
が
必
要
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。 

七
尾
市
は
道
路
が
ガ
タ
ガ
タ
で
す
。
下
を
向
い
て
歩
か
な
い
と
転
ん
じ

ゃ
い
ま
す
。
先
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
ず
っ
と
下
を
向
い
て
私
た
ち
は
歩

い
て
お
り
ま
し
た
。
３
月
18
日
、
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
が
来
た
ん
で
す
、

能
登
に
。
私
た
ち
は
初
め
て
上
を
向
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

「
上
を
向
い
て
行
こ
う
」
。
能
登
は
上
を
向
い
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

東
京
は
全
く
平
時
で
す
。
ど
う
か
ど
う
か
皆
さ
ん
、
こ
う
い
う
災
害
に

見
舞
わ
れ
た
能
登
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 *
B
C
M

（B
u
s
i
n
e
s
s
 
C
o
n
t
i
n
u
i
t
y
 
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t

）
企
業
が
緊
急
時
で
も
事

業
を
継
続
す
る
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
。B

C
P

（B
u
s
i
n
e
s
s
 

C
o
n
t
i
n
u
i
t
y
 
P
l
a
n

）
『
事
業
継
続
計
画
』
。 
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ニ
ュ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
発
足

の
経
緯
と
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
・
提
言
に
つ
い
て

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
教
訓 

２
０
２
０
年
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
が
拡
が
り
ま

し
た
。
当
時
、
私
は
千
葉
県
で
医
療
に
従
事
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
千
葉

県
庁
の
医
療
対
策
本
部
で
指
揮
を
取
っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
ま
し
て
、
３
月

31
日
に
県
庁
に
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
病
床
と
医
療
従
事
者
た
ち
を

如
何
に
確
保
す
る
か
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
配
置
す
る
か
と
い
う
仕
事

が
ス
タ
ー
ト
し
た
訳
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
な
か
な
か
簡
単
に
確
保
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
こ
で
、
ど
ん
ど
ん
増
え
て
く
る
患
者
さ
ん
を
収
容
す
る
た
め
に
、
大

き
な
臨
時
病
院
を
作
ろ
う
と
い
う
計
画
を
提
案
し
、
実
行
し
よ
う
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
行
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
医
療
施
設
を
作
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
と
、
大
き
な
問
題
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
当
時
で
言
え
ば
、

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
」「
医
療
法
」
あ
る
い
は
「
建

築
基
準
法
」「
消
防
法
」
そ
の
他
多
く
の
既
存
の
法
律
に
よ
る
規
制
と
い
う

の
が
壁
と
な
っ
て
立
ち
は
だ
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

県
庁
職
員
の
皆
さ
ん
と
、
こ
の
規
制
を
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
な
が
ら
、

臨
時
病
院
を
作
る
と
い
う
作
業
を
進
め
て
い
た
訳
で
す
け
れ
ど
も
、
結
果

的
に
、
課
題
を
ク
リ
ア
し
た
時
に
は
、
も
う
既
に
第
１
波
は
収
ま
っ
て
い

た
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

国
民
の
皆
さ
ん
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
の
法
律
と
い
う
の
が
、
あ
る

意
味
邪
魔
に
な
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
が
、
大
き
な
課
題
と
し
て
私
の
中
に
残
っ
た
。
こ
れ
が
、
こ
の
ニ
ュ

ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
の
関
わ
り
の
ス
タ
ー
ト
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 東
日
本
大
震
災
の
教
訓 

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
立
ち
上
が
っ
た
後
に
、
関
係
団
体
か
ら
多
く
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
例
え
ば
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、

災
害
緊
急
事
態
の
布
告
と
い
う
の
が
、「
災
害
対
策
基
本
法
」
の
中
に
は
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
布
告
が
行
わ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。 

こ
の
緊
急
事
態
の
布
告
が
行
わ
れ
ま
す
と
、
価
格
の
統
制
、
物
品
の
配

給
、
金
銭
債
務
の
支
払
い
の
延
期
、
こ
う
い
っ
た
事
が
で
き
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
そ
れ
を
や
ら
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
実
は
金
銭
債
務
の
支
払
い
が

滞
っ
て
し
ま
っ
て
辛
い
思
い
を
さ
れ
た
方
々
、
あ
る
い
は
被
災
地
の
物
価

が
著
し
く
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
色
ん
な
問
題
が
生
じ
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。 

な
ぜ
布
告
を
し
な
か
っ
た
か
と
言
う
と
、
後
々
の
訴
訟
の
回
避
を
す
る

た
め
だ
と
い
う
の
が
一
つ
の
原
因
だ
っ
た
そ
う
で
あ
り
ま
す
。 

 オ
ー
ル
ハ
ザ
ー
ド
型
の
司
令
塔
を 

こ
の
他
に
も
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
「
内
閣
感
染
症
危
機
管
理
統
括
庁
」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
感
染
症
法
」
を
改
正
し
た
訳
で
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
何
ゆ
え
に
感
染
症
だ
け
特
出
し
し
て
、
緊
急
事
態
に
備
え
る

●
提
言 

「

平
時
」

か
ら
「

緊
急
時
」

へ
の
ス
イ
ッ
チ
を 

 

ニ
ュ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
企
画
委
員
長 

日
本
医
科
大
学
特
任
教
授 

松
本 

尚 



13 

よ
う
な
体
制
に
し
た
の
か
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
の
政
府
の
説
明
が
、
ま
だ
十

分
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

国
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
は
、
自
然
災
害
で
あ
れ
何
で
あ
れ
、

目
的
を
一
つ
に
、
医
療
面
で
統
括
す
る
も
の
を
大
き
く
一
つ
に
し
て
、
司

令
塔
機
能
を
一
元
化
す
る
と
い
う
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
、
こ
う
い
っ

た
議
論
も
企
画
委
員
会
の
中
で
は
起
こ
っ
て
き
た
訳
で
あ
り
ま
す
。 

 自
治
体
と
業
界
団
体
と
の
素
早
い
連
携
を 

ま
た
、
各
種
団
体
の
皆
様
が
自
然
災
害
の
際
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支

援
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
自
治
体
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
形
に
な
っ
て
い

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
と
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
、
こ
れ

ら
が
複
雑
に
モ
ザ
イ
ク
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
全
国
ど
こ
へ
行
っ
て
も

同
じ
よ
う
な
支
援
と
い
う
の
が
な
か
な
か
届
か
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
国
が
主
導
し
て
、
あ
る
べ
き
形
を
し
っ
か
り
提
示
す
る
と
い

う
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
、
そ
ん
な
議
論
も
起
こ
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。 

 「
平
時
」
か
ら
「
緊
急
時
」
へ
の
切
り
替
え
を 

そ
も
そ
も
我
々
は
、「
平
時
」
の
法
律
で
も
っ
て
「
緊
急
時
」
に
対
応
し

て
き
ま
し
た
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
も
同
じ
で
あ
り
ま
す
。
法
律
を
都

度
々
々
改
正
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
新
し
く
立
法
し
な
が
ら
行
っ
て
対
応

を
し
よ
う
と
し
て
き
た
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
迅
速
性
に
欠
け
、

ま
た
国
会
が
も
し
開
か
れ
な
い
よ
う
な
状
況
で
あ
る
時
に
は
全
く
対
応
が

で
き
な
い
と
い
う
事
態
も
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
、「
平
時
」
か
ら
「
緊
急
時
」
の
ス
イ
ッ
チ
を
、
そ
の
上
位
法
で

あ
る
憲
法
に
も
し
っ
か
り
と
設
け
る
こ
と
で
、
既
存
の
法
律
が
確
実
に
実

行
さ
れ
、
か
つ
立
法
機
能
を
し
っ
か
り
維
持
す
る
た
め
に
は
、
政
府
に
よ

る
「
緊
急
政
令
」
や
「
緊
急
財
政
処
分
」
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ

と
も
、
持
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
を

第
４
次
提
言
で
提
案
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

第
４
次
提
言
で
は
こ
う
い
う
文
章
を
示
し
ま
し
た
。 

「
我
々
は
災
害
や
感
染
症
に
打
ち
勝
っ
て
そ
れ
を
跳
ね
返
す
耐
震
構

造
の
社
会
で
は
な
く
、
し
な
や
か
に
そ
れ
を
受
け
止
め
て
、
そ
し
て
し
っ

か
り
と
そ
れ
を
跳
ね
返
し
て
い
く
免
震
構
造
の
社
会
を
作
る
べ
き
で
あ
る
」 

こ
う
い
っ
た
し
な
や
か
な
社
会
を
作
る
た
め
に
も
、
こ
の
「
平
時
」
か

ら
「
緊
急
時
」
の
ス
イ
ッ
チ
を
、
我
々
が
憲
法
の
中
に
持
っ
て
お
く
と
い

う
こ
と
も
含
め
て
、
し
っ
か
り
と
ル
ー
ル
作
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
う
訳
で
あ
り
ま
す
。 

 

        

ニューレジリエンスフォーラム 

第４次提言 
 

https://nr-f.jp/posts/3450 

 

 

https://nr-f.jp/posts/3450
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我
が
日
本
は
、
い
つ
巨
大
地
震
が
発
生
し
て

も
お
か
し
く
な
い
国
で
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震

災
で
の
原
発
事
故
の
よ
う
に
、
巨
大
地
震
は
、
複

合
災
害
に
至
る
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
昨
今
の
豪
雨
災
害
の
激
甚
化
、
頻
発
化
は
、

ご
承
知
の
通
り
で
す
。 

そ
し
て
、
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
被
害
は
よ
り
深
刻
な
も
の
と
な
り

ま
す
。
地
方
の
過
疎
化
は
、
医
療
資
源
の
縮
小
、
孤
立
集
落
の
点
在
、
イ

ン
フ
ラ
の
劣
化
、
支
援
の
担
い
手
不
足
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
他
方
、
大

都
市
圏
の
高
齢
者
の
増
加
は
、
災
害
時
の
要
配
慮
者
の
急
増
に
つ
な
が
り

ま
す
。 

こ
う
し
た
状
況
で
は
、
次
の
新
興
感
染
症
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
引
き
起

こ
し
た
時
に
も
、
同
様
に
、
大
変
な
事
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
ワ

ン
ヘ
ル
ス
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
感
染
症
対
策
に
は
、
人
間
と
動

物
の
共
通
の
対
策
も
重
要
で
す
。
感
染
者
の
拡
大
が
、
災
害
時
に
避
難
所

で
起
き
た
時
に
は
、
要
配
慮
者
の
生
命
・
健
康
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
災
害
と
感
染
症
に
は
、
オ
ー
ル
ア
プ
ロ
ー
チ
、
オ
ー
ル
ジ

ャ
パ
ン
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
れ
が
、
ニ
ュ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
目
的
と
言
え
る
か
と

思
い
ま
す
。「
国
に
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
す
る
オ
ー
ル
ハ
ザ
ー
ド
型
の
司

令
塔
を
設
置
し
、
国
・
地
方
の
指
揮
系
統
を
確
立
す
る
こ
と
」「
災
害
に
強

い
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
地
方
自
治
体
が
広
範
な
業
界
団
体
と
防
災
協
定

を
結
び
、
素
早
い
連
携
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
国
が
主
導
し
て
準
備
を
進

め
る
こ
と
」
を
推
進
し
、
官
民
を
挙
げ
て
、
大
規
模
災
害
や
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

例
え
ば
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
は
、
高
齢
化
率
が
50
％
を
超
え
た

地
域
で
発
生
し
、
陸
路
で
の
ア
ク
セ
ス
が
困
難
で
し
た
。
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
で
は
、
同
じ
よ
う
な
状
況
の
地
域
が
多
数
、
被
災
地
と
な
り
ま
す
。

こ
の
度
の
震
災
対
応
は
、
大
切
な
教
訓
を
残
し
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
医
師
会
は
、
災
害
医
療
チ
ー
ム
“
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
”（
ジ
ェ
イ
マ
ッ
ト
）

を
石
川
県
に
派
遣
い
た
し
ま
し
た
。
１
日
当
り
チ
ー
ム
数
の
累
計
で
は
、

３
千
８
４
９
チ
ー
ム
。
同
じ
く
１
日
あ
た
り
の
派
遣
者
数
の
累
計
は
お
よ

そ
１
万
２
千
人
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
多
数
の
チ
ー
ム
派
遣
に
は
、
移
動
や
宿
泊
手
段
の
確
保
、
道

路
の
復
旧
が
不
可
欠
で
し
た
。
さ
ら
に
、
現
在
の
災
害
医
療
は
、
各
医
療

チ
ー
ム
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

通
信
環
境
の
早
期
の
復
旧
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
様
々
な
医
療
関
係
職
種
の
方
々
が
、
日
本
医
師
会
の
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

チ
ー
ム
に
ご
参
画
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
日
本
歯
科
医
師
会
の
Ｊ
Ｄ
Ａ
Ｔ

（
ジ
ェ
イ
ダ
ッ
ト
）
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
Ｊ
Ｒ
Ａ
Ｔ
（
ジ
ェ
イ
ラ
ッ

ト
）
や
、
柔
道
整
復
師
会
な
ど
、
独
自
の
支
援
活
動
も
大
き
く
展
開
さ
れ

ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
医
薬
品
、
医
療
材
料
の
供
給
や
、
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

に
よ
る
調
剤
支
援
が
重
要
な
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

そ
し
て
、
物
流
業
界
の
ご
尽
力
で
、
ト
ラ
ッ
ク
で
必
要
物
資
が
現
地
に

届
け
ら
れ
た
こ
と
も
大
変
重
要
で
す
。 

経
済
界
に
は
、
災
害
の
発
生
か
ら
収
束
段
階
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ

●
意
見
表
明 

災
害
・
感
染
症
対
策
は 

「
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」
で 

日
本
医
師
会
会
長 

松
本 

吉
郎 
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ッ
プ
で
支
え
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
被
災
地
の
復
旧
・

復
興
に
お
い
て
も
、
不
動
産
、
建
設
、
流
通
、
金
融
、
農
林
水
産
業
と
い

っ
た
経
済
面
で
の
支
援
が
不
可
欠
で
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
先
ほ
ど
お
話
の
あ
っ
た
、
神
野
正
博
先
生
の
病
院
づ
く
り

の
よ
う
に
、「
災
害
へ
の
備
え
」
が
最
も
大
切
か
と
存
じ
ま
す
。
日
本
医
師

会
と
し
て
も
、
医
療
を
取
り
巻
く
様
々
な
世
界
の
方
々
と
連
携
を
取
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
と
強
く
認
識
し
、
来
月
６
月
９
日
に
は
、
そ
う
し
た
趣
旨

に
立
っ
て
、
次
世
代
の
災
害
医
療
に
向
け
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
予
定

で
す
。 

本
日
の
こ
の
会
が
成
功
裏
に
終
わ
り
、
我
が
国
が
、
感
染
症
と
自
然
災

害
に
強
い
社
会
と
な
る
こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

 

 

 

 

能登半島地震では様々な職種の救援活動が展開されたが、

その活動を支えたのが、全日本トラック協会をはじめとする

物流業界の尽力であった。 

平成26年に、日本医師会とともに、災害対策基本法に基づ

く指定公共機関に指定された全日本トラック協会では、令和

6年1月1日16時10分頃、能登半島地震の発災を受け、16時55

分、坂本会長を本部長とする「令和6年能登半島地震対策本

部」を設置し、国が行うプッシュ型緊急物資輸送の対応にあ

たる。 

1月17日（水）、坂本会長が斉藤国交大臣とともに広域物資

拠点の石川県産業展示館4号館での緊急物資輸送の状況等を

視察。また、石川県馳知事を訪問。翌18日（木）には、石川

県トラック協会久安会長とともに、被災地を視察。 

 全日本トラック協会は、指定公共機関（大手7社）と連携

し、緊急物資輸送体制を構築。 

石川県、新潟県、福井県、富山県トラック協会では、県と

の防災協定に基づく緊急物資輸送対応を実施するとともに、

各都道府県のトラック協会が緊急物資輸送に尽力し、能登半

島の被災者の命と生活を支える原動力となりました。 

 

緊急物資輸送の概要  ※主な緊急物資輸送のみ掲載 

〇プッシュ型緊急物資輸送（指定公共機関対応） 

輸送品目：水、食料品、生活用品、ブルーシート、段ボール

ベッド、パーテーション、ジェットヒーター、ガソリン携行

缶、土嚢袋、携帯トイレ、消毒液、マスク、等 

〇石川県トラック協会の緊急物資輸送 

輸送品目：水、食料品、毛布、簡易トイレ、仮設トイレ、灯

油、携行缶、発電機、等 

 

被災地の救援活動を支えた 
トラック協会による緊急物資の輸送 
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杉
良
太
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

地
震
災
害
が
起
き
た
場
合
、
道
路
が
寸
断
さ

れ
て
い
る
の
で
火
災
が
起
き
て
も
行
方
不
明
者

を
救
出
す
る
に
し
て
も
消
火
栓
も
壊
れ
、
消
防
、

消
防
団
は
被
災
現
場
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。 

神
戸
の
震
災
の
時
、
私
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
上
空
か
ら
６
日
経
っ
て
も

燃
え
盛
る
ふ
る
さ
と
を
見
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
犠
牲
者
は
焼
死
し
た
の

で
す
。
道
路
が
ダ
メ
で
も
、
空
か
ら
消
火
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
そ
こ
で

必
要
な
『
災
害
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
』
に
つ
い
て
お
考
え
い
た
だ
き

た
い
。 

衛
星
、
飛
行
機
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
駆
使
し
、
ま
た
、

連
携
し
て
情
報
発
信
し
、
分
析
す
る
。
そ
の
情
報
を
受
け
つ
つ
、
第
二
陣

は
火
災
の
場
合
、
航
空
消
防
隊
が
空
か
ら
の
消
火
に
あ
た
る
。
同
時
に
被

災
者
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
災
害
地
以
外
に
強
制
避
難
を
し
て
い
た
だ
く
。

そ
う
い
っ
た
と
き
は
ペ
ッ
ト
も
家
族
同
然
な
の
で
「
ペ
ッ
ト
が
一
緒
で
な

い
と
避
難
し
な
い
」
と
い
う
方
が
出
て
き
ま
す
。 

そ
こ
で
開
発
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
携
帯
だ
け
で
は

な
く
、
い
ざ
と
な
っ
た
と
き
に
位
置
情
報
を
発
信
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ

を
平
時
よ
り
身
に
着
け
さ
せ
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
行
方
不
明
者
の
捜
索

を
す
る
。
も
は
や
、
そ
の
町
に
は
行
方
不
明
者
し
か
残
っ
て
い
な
い
。 

こ
れ
ら
を
同
時
に
行
う
に
は
何
百
と
い
う
ヘ
リ
、
輸
送
機
、
装
備
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
た
め
の
訓
練
所
は
す
で
に
栃
木
県
の
黒
羽
刑

務
所
の
跡
地
に
用
意
が
で
き
て
い
ま
す
。
現
在
の
よ
う
に
、
地
震
の
度
に

行
方
不
明
者
を
救
出
で
き
ず
、
結
果
、
国
民
の
命
が
守
れ
な
か
っ
た
、
と

い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
平
時
よ
り
全
国
の
市
町
村
と
協
定
を
結
び
、
避
難
所
を
設
け
て

お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
医
師
、
看
護
師
、
介
護
士
の

大
規
模
支
援
な
ど
が
緩
和
さ
れ
、
避
難
さ
れ
た
方
々
の
た
め
に
遮
断
さ
れ

た
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
し
っ
か
り
と
計
画
を
立
て
て
復
旧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

最
近
で
は
線
状
降
水
帯
に
よ
っ
て
川
が
氾
濫
す
る
。
山
か
ら
の
土
砂
で

川
底
が
底
上
げ
さ
れ
、
川
の
ほ
と
ん
ど

が
河
川
敷
に
な
っ
て
い
ま
す
。
川
が
氾

濫
し
た
の
で
は
な
く
、
砂
、
ジ
ャ
リ
の

お
掃
除
が
で
き
て
い
な
い
か
ら
水
が

あ
ふ
れ
る
の
で
す
。
地
方
自
治
体
に
も

こ
れ
に
気
付
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
河
川

敷
を
な
く
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

国
民
が
気
を
付
け
て
い
て
も
、
心
が

け
て
い
て
も
ダ
メ
な
も
の
も
あ
り
ま

す
。
国
は
し
っ
か
り
と
こ
の
こ
と
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。 

厚
生
労
働
省
の
健
康
行
政
特
別
参

与
と
し
て
、
健
康
の
意
識
づ
け
を
す
る

広
報
啓
発
を

13
年
や
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
「
肝
炎
の
検
査
を
受
け
て
く
だ

●
意
見
表
明 

「
明
日
は
我
が
身
」 

 

厚
生
労
働
省 
健
康
行
政
特
別
参
与
、
法
務
省 

特
別
矯
正
監
、 

警
察
庁 

特
別
防
犯
対
策
監 

杉 

良
太
郎 
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さ
い
、
無
料
で
や
り
ま
す
」
と
声
が
か
す
れ
る
ま
で
叫
ん
で
も
、
お
願
い

し
て
も
聞
い
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。
国
が
治
療
薬
を
保
険
適
用
に
し
て
い

て
も
、
ま
ず
は
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
治
療
さ
え
で
き
な
い
。
ウ
ィ
ル
ス

性
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
、
脂
肪
肝
な
ど
で
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
に
な
っ
て
か

ら
「
良
い
お
医
者
さ
ん
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
」
と
相
談
に
来
る
方
が
い

ま
す
。
そ
こ
ま
で
悪
く
な
る
前
に
自
分
の
健
康
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
意

識
す
べ
き
で
す
。 

ど
こ
か
健
康
や
命
に
対
し
て
甘
い
考
え
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

感
染
症
、
未
知
の
ウ
ィ
ル
ス
、
ど
の
よ
う
な
想
定
外
の
ウ
ィ
ル
ス
が
現

れ
よ
う
と
も
自
分
の
健
康
と
命
の
問
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
う
、
日
頃
か

ら
の
認
識
が
大
事
で
す
。
そ
れ
に
は
教
育
が
大
事
。
た
と
え
ば
、
外
か
ら

帰
っ
た
ら
う
が
い
、
手
洗
い
を
す
る
。
そ
う
い
っ
た
「
し
つ
け
」
、
教
育
が

大
事
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

薬
は
本
来
、
高
い
も
の
で
す
。
途
上
国
に
お
い
て
は
や
っ
と
最
近
、
本

物
の
抗
生
物
質
を
見
た
、
と
い
う
国
も
あ
り
ま
す
。
日
本
は
恵
ま
れ
た
環

境
に
あ
る
こ
と
に
慣
れ
す
ぎ
て
い
ま
す
。 

 

同
じ
く
警
察
庁
に
お
い
て
、
特
別
防
犯
対
策
監
と
し
て
特
殊
詐
欺
壊
滅

の
た
め
全
国
的
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
が
、
「
自
分
は
騙
さ
れ
な
い
」
、
そ

う
思
っ
て
い
る
方
が
多
く
、
し
か
し
「
自
分
は
大
丈
夫
だ
」
と
言
っ
て
い

る
人
ほ
ど
騙
さ
れ
や
す
く
、
路
頭
に
迷
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

「
明
日
は
我
が
身
」
で
す
。
皆
さ
ん
、「
明
日
は
我
が
身
」
な
の
で
す
。

な
ぜ
人
は
自
分
の
こ
と
と
し
て
、
問
題
意
識
を
持
た
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

今
日
、
私
の
持
ち
時
間
は
５
分
な
ん
で
す
。
５
分
で
は
何
も
語
れ
な
い

ん
で
す
。
で
す
か
ら
終
わ
り
ま
す
。 

ど
う
も
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

１
月
、
２
月
、
３
月
、
能
登
半
島
の
支
援
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
日
も
能
登
半

島
の
テ
ン
ト
村
に
い
ま
し
て
、
昨
晩
、
こ
ち
ら

に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
被
災
地
の
活
動
を
続
け

て
い
て
、
特
に
今
回
思
っ
た
こ
と
は
、
も
し
仮

に
日
本
が
滅
び
る
こ
と
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

戦
争
で
は
な
く
て
災
害
だ
と
い
う
事
を
非
常
に

強
く
思
い
ま
し
た
。 

地
震
発
生
後
、
１
月
11
日
に
最
初
に
能
登
半
島
に
入
り
ま
し
た
が
、
雪

が
降
っ
て
い
て
非
常
に
寒
か
っ
た
。
僕
は
山
を
や
っ
て
い
る
人
間
で
す
か

ら
、
冬
用
の
寝
袋
が
必
要
だ
と
思
い
、
マ
イ
ナ
ス
10
度
く
ら
い
ま
で
適
応

で
き
る
寝
袋
を
届
け
よ
う
と
支
援
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
全
国
か
ら
寝
袋

を
集
め
て
、
ト
ー
タ
ル
約
１
万
個
の
寝
袋
を
、
約
３
ヶ
月
か
け
て
届
け
ま

し
た
。 

地
震
発
生
直
後
の
１
月
の
頃
は
、
ま
だ
、
国
や
自
治
体
の
支
援
が
行
き

届
い
て
い
な
い
の
は
仕
方
な
い
と
思
う
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
２
月
に
珠
洲

や
輪
島
の
避
難
所
に
行
き
ま
す
と
、
未
だ
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
敷
布
団
に
し

て
、
薄
い
毛
布
で
震
え
て
い
る
ん
で
す
。
２
月
の
下
旬
、
も
う
流
石
に
地

元
の
行
政
か
ら
、
布
団
と
か
最
低
限
の
も
の
は
行
き
届
い
て
い
る
だ
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
が
、
私
の
事
務
所
に
被
災
者
の
方
か
ら
直
接
、
連
絡
が
た

●
意
見
表
明 

テ
ン
ト
村
を
即
決
で
き
な
か
っ
た 

日
本
の
行
政 

ア
ル
ピ
ニ
ス
ト 

野
口 

健 
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く
さ
ん
来
た
ん
で
す
。
未
だ
に
薄
い
毛
布
で
寝
て
い
て
、
寝
袋
が
欲
し
い

と
。
地
震
か
ら
２
か
月
近
く
が
た
っ
て
い
る
の
に
、「
寒
い
、
寒
い
、
寒
い
。

早
く
寝
袋
を
届
け
て
。
死
ん
じ
ゃ
う
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
来
る
訳
で
す
ね
。

そ
の
時
に
、「
こ
の
国
は
終
わ
る
な
」
と
思
い
ま
し
た
ね
。
そ
れ
で
も
、
頭

を
切
り
替
え
て
、
何
が
で
き
る
か
っ
て
い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
活
動
を

続
け
ま
し
た
。 

先
ほ
ど
杉
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
明
日
は
我
が
身
」
と
い
う
の
は
本

当
に
そ
の
通
り
で
、
被
災
地
か
ら
戻
っ
て
き
ま
す
と
、
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る

ん
で
す
。
例
え
ば
、
自
宅
に
帰
っ
て
き
て
床
屋
行
き
、
髪
切
っ
て
た
ら
「
被

災
地
は
ま
だ
大
変
な
ん
で
す
か
？
」
っ
て
言
う
か
ら
、「
い
や
も
う
大
変
な

ん
て
も
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
説
明
し
な
い
と
い
け
な
い
。
も
う
最
近
、
メ
デ

ィ
ア
で
も
や
ら
な
い
し
、
も
う
復
興
が
終
わ
っ
た
か
と
思
っ
た
ぐ
ら
い
の

感
覚
の
人
が
、
非
常
に
多
い
。
そ
の
度
に
も
の
す
ご
く
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ

て
、
非
常
に
辛
か
っ
た
で
す
。 

こ
れ
ま
で
、
本
当
に
色
ん
な
地
震
や
災
害
の
支
援
活
動
を
経
験
し
て
き

て
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
毎
回
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
。
そ
れ
は
何
か

と
申
し
ま
す
と
、
地
震
が
起
き
て
か
ら
、
１
か
ら
用
意
し
な
く
て
は
い
け

な
い
。
僕
は
熊
本
の
地
震
の
時
に
テ
ン
ト
村
っ
て
い
う
の
を
作
り
ま
し
て
、

熊
本
は
被
災
者
約
６
０
０
人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

今
回
の
能
登
半
島
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
な
か
な

か
集
ま
ら
な
い
。
そ
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け

入
れ
る
た
め
の
テ
ン
ト
村
を
作
り
ま
し
た
。
テ
ン
ト

村
は
テ
ン
ト
と
場
所
が
あ
れ
ば
１
日
で
で
き
る
ん

で
す
。
今
回
も
七
尾
市
に
約
１
０
０
人
が
泊
ま
れ
る

テ
ン
ト
村
を
１
日
間
で
作
り
ま
し
た
。 

私
は
、
支
援
活
動
を
行
う
時
、
被
災
自
治
体
の
首

長
に
必
ず
お
会
い
し
ま
す
。
今
回
も
こ
う
い
う
テ
ン

ト
村
を
や
ら
せ
て
下
さ
い
と
い
う
相
談
を
地
元
自

治
体
に
し
ま
し
た
。 

今
回
、
大
変
だ
っ
た
の
は
、
石
川
県
の
許
可
が
下
り
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。
は
じ
め
は
輪
島
市
に
相
談
に
い
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
被
災
自
治

体
の
首
長
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
欲
し
い
か
ら
テ
ン
ト
村
を
や
っ
て

欲
し
い
と
な
る
ん
で
す
ね
。
市
の
場
所
を
提
供
す
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の

で
、
す
ぐ
出
来
る
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
県
か
ら
の
許
可
が
下
り
な
か
っ

た
。
能
登
半
島
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
は
被
災
自
治
体
で
は

な
く
て
、
石
川
県
が
全
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
の
テ
ン
ト
村
を
つ
く
る
に
は
、
県
に
許
可
を
も
ら

わ
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
の
で
す
。
県
は
、
道
が
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い

な
い
か
ら
渋
滞
が
起
き
る
な
ど
、
色
ん
な
理
由
で
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
次
に
、
七
尾
市
の
茶
谷
市
長
さ
ん
に
相
談
し
た
ら
、
茶
谷
市
長
は
ど

う
し
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
欲
し
い
の
で
、
テ
ン
ト
村
が
必
要
だ
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
し
か
し
や
は
り
、
県
が
ノ
ー
と
い
っ
た
の
で
す
が
、

茶
谷
市
長
が
県
庁
に
乗
り
込
ん
で
、
馳
知
事
に
直
談
判
し
て
、
そ
こ
で
や

っ
と
許
可
が
下
り
て
、
テ
ン
ト
村
が
動
き
だ
し
た
の
で
す
。 

で
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
平
時
の
う
ち
に
、
地
震
が
起
き
た
ら
ど
こ
に
テ

ン
ト
村
を
作
る
の
か
な
ど
を
ま
ず
決
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
ね
。
た
だ
、

テ
ン
ト
村
に
関
し
て
は
、
毎
回
言
わ
れ
る
こ
と
が
、
ど
こ
が
責
任
を
持
つ

の
か
と
言
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
イ
タ
リ
ア
で
は
、
災
害
が
起
き
た
ら
３
日

以
内
に
避
難
所
と
し
て
の
テ
ン
ト
村
を
作
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
国

の
法
律
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
全
国
の
地
方
自
治
体
が
、
寝
袋
や
テ
ン

ト
の
セ
ッ
ト
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
ど
こ
か
大
き
な
地
震

が
起
き
る
と
、
周
辺
の
自
治
体
が
テ
ン
ト
や
寝
袋
を
運
ん
で
集
ま
り
、
震

災
後
数
日
以
内
に
テ
ン
ト
村
が
で
き
る
。 

こ
の
国
は
毎
回
災
害
が
起
き
る
た
び
に
ア
タ
フ
タ
し
ま
す
ね
。
そ
の
時

間
の
ロ
ス
で
、
ど
れ
だ
け
人
命
ま
た
健
康
を
害
し
て
い
る
か
と
い
う
事
を

リ
ア
ル
に
考
え
な
が
ら
、
「
明
日
は
我
が
身
」
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
の
大
会
を
き
っ
か
け
に
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
対
策
す
る
こ
と
を
決
め

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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私
は
災
害
の
研
究
者
で
す
。
今
か
ら
ち
ょ
う

ど
50
年
前
に
京
都
大
学
で
博
士
の
学
位
を
頂
き

ま
し
て
、
そ
の
後
、
防
災
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
50
年
か
か
っ
て
、
や
っ
と
社
会
現
象
と
し

て
の
「
相
転
移
」
と
い
う
大
き
な
発
見
を
い
た
し

ま
し
た
。 

で
も
こ
れ
が
、
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
の
、
ワ
ク
チ
ン
と
い
う
特
効

薬
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
に
は
、
実
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ

か
と
言
い
ま
す
と
、
国
民
の
理
解
が
な
い
と
進
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。 

日
本
国
憲
法
に
緊
急
事
態
条
項
が
な
け
れ
ば
、
首
都
直
下
地
震
と
か
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
起
こ
る
と
、
こ
の
国
は
確
実
に
潰
れ
る
っ
て
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

私
た
ち
は
過
去
１
５
０
０
年
間
、
死
者
が
千
人
を
超
え
る
よ
う
な
災
害

を
、
99
回
経
験
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
で
す
け
れ
ど
も
、
長
い
間
そ
ん
な

こ
と
は
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
大
日
本
帝
国
憲
法
あ
る
い
は
日
本

国
憲
法
が
出
来
た
時
に
も
、
誰
も
そ
の
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
研
究
を
進
め
ま
す
と
、
世
界
で
我
が
国
だ
け
大
災
害
が
繰
り
返
し
襲
っ

て
き
て
い
ま
す
。 

能
登
半
島
地
震
の
最
大
の
教
訓
は
、
ま
さ
か
正
月
の
１
日
に
、
大
き
な

地
震
が
起
こ
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

能
登
半
島
地
震
で
は
、
震
度
６
弱
以
上
の
地
域
に
住
ん
で
い
た
人
は
、

曝
露
人
口
と
言
う
の
で
す
が
、
17
万
人
で
す
。
で
も
今
心
配
な
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
で
は
６
千
１
０
０
万
人
で
す
。
震
度
６
弱
以
上
あ
る
い
は

津
波
が
３
メ
ー
ト
ル
以
上
来
る
地
域
に
国
民
の
半
数
が
住
ん
で
い
る
の
で

す
。 首

都
直
下
地
震
で
も
３
千
万
人
が
震
度
６
弱
以
上
の
と
こ
ろ
に
住
ん

で
い
る
。
こ
う
い
う
災
害
が
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
い
つ
起
こ

っ
て
も
お
か
し
く
な
い

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

（
下
図
）
国
難
災
害
の
被

害
の
巨
大
さ
で
あ
り
ま

す
。
能
登
半
島
地
震
と
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を

比
較
し
ま
し
た
。
能
登
半

島
地
震
で
は
、
死
者
は
、

災
害
関
連
死
を
入
れ
て

２
８
２
人
（
６
月
21
日
現

在
）
で
す
。
で
も
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
は
、
津
波

と
火
災
と
住
宅
全
壊
・
倒

壊
で
、
22
万
３
千
人
が
亡

く
な
る
。
９
０
０
倍
で

す
。
断
水
人
口
に
し
て

も
、
と
て
も
多
い
。 

つ
ま
り
今
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
が
起
こ
る

と
、
我
々
は
対
処
で
き
な

●
意
見
表
明 

首
都
直
下
・
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に 

如
何
に
備
え
る
か 

ニ
ュ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
共
同
代
表 

関
西
大
学
特
別
任
命
教
授 

河
田 

惠
昭 
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い
と
い
う
訳
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
を
言
い
ま
す
と
、「
そ
ん
な
も

の
起
こ
ら
な
い
」
と
言
い
が
ち
で
す
。
我
が
国
は
、「
起
こ
ら
な
い
こ
と
に

す
る
」
の
が
得
意
な
ん
で
す
。
困
難
な
こ
と
が
あ
る
と
ス
ル
ー
し
て
し
ま

う
。
き
ち
ん
と
対
処
し
な
い
。 

で
も
、
も
し
起
こ
れ
ば
、
日
本
は
潰
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
専
門

家
で
す
。
評
論
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
50
年
間
悩
み
続
け
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
や
っ
と
特
効
薬
を
見
つ
け
ま
し
た
。
で
も
、
そ
れ
を
実
行

す
る
に
は
政
治
が
と
て
も
大
事
で
あ
り
ま
す
。 

大
災
害
時
に
、
首
相
が
ト
ッ
プ
の
司
令
塔
が
、
指
揮
命
令
系
統
を
統
括

し
、
政
府
主
導
で
災
害
対
応
に
当
た
る
。
そ
し
て
時
間
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

を
国
会
で
承
認
し
て
い
た
だ
く
。
時
間
が
な
け
れ
ば
首
相
が
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
。
こ
う
い
う
こ
と
が
と
て
も
重
要
な
の
で
す
。

そ
う
な
る
と
、
政
府
は
被
害
の
全
体
像
を
瞬
時
に
把
握
で
き
ま
す
。 

特
に
初
動
時
に
お
け
る
警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
の
連
携
に
よ
る
人
的
被

害
軽
減
が
で
き
ま
す
。
で
す
け
れ
ど
も
、
限
界
が
あ
る
こ
と
も
事
前
に
分

か
る
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
日
本
国
憲
法
に
「
緊
急
事
態
条
項
」
が

明
記
さ
れ
れ
ば
、
国
民
は
、
安
全
・
安
心
に
生
活
す
る
た
め
に
は
、
政
府
・

自
治
体
の
公
助
に
よ
る
防
災
・
減
災
だ
け
で
は
な
く
て
、
国
民
の
自
助
・

共
助
が
そ
こ
に
な
け
れ
ば
達
成
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
理
解
で
き
ま
す
。

政
府
・
自
治
体
に
任
せ
て
お
い
て
は
、
こ
の
国
は
潰
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
の
災
害
に
打
ち
勝
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。 

仮
に
、
国
家
的
な
対
応
が
出
来
な
く
て
も
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
生

き
残
る
、
あ
る
い
は
家
族
の
命
が
助
か
る
、
職
場
の
倒
産
を
防
ぐ
、
こ
う

い
う
こ
と
に
力
を
注
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。 

私
ど
も
が
見
つ
け
た
「
相
転
移
」
を
利
用
す
る
方
法
を
適
用
し
て
、
国

民
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
重
要
性
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
日
本
国
憲
法
に
「
緊
急
事
態
条
項
」
を
明
記
し
な
い
と
い
け
な
い
。 

今
心
配
な
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
と
か
首
都
直
下
地
震
が
起
こ
る
と
、

我
が
国
は
潰
れ
る
の
で
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
の
科
学
が
明
ら
か
に
し
て
い

る
の
で
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
誰
も
経
験
し
て
い
な
い

の
で
、
起
こ
ら
な
い
っ
て
、
そ
れ
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
訳
で
あ
り
ま
す
。 

で
も
起
こ
れ
ば
も
う
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
、
や
り
直
し
が
効
か
な
い
の

で
す
。 

人
は
命
を
持
っ
て
い
ま
す
。
亡
く
せ
ば
命
は
戻
ら
な
い
。
国
民
の
命
は

戻
ら
な
い
。
そ
う
い
う
覚
悟
で
、
是
非
こ
の
日
本
国
憲
法
に
「
緊
急
事
態

条
項
」
を
明
記
し
、
そ
の
後
そ
れ
に
必
要
な
法
律
改
正
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。 

皆
さ
ん
に
そ
の
協
力
を
、
是
非
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 
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私
は
、
地
方
議
員
の
立
場
と
し
て
以
下
３
点

に
つ
い
て
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。 

第
１
に
、
大
震
災
後
の
地
方
議
員
選
挙
と
、

国
会
議
員
選
挙
の
問
題
点
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。 

東
日
本
大
震
災
後
の
４
月
に
は
、
統
一
地
方

選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
被
災
地
で

の
選
挙
実
施
は
困
難
と
判
断
さ
れ
、
岩
手
県
な
ど
で
計
71
の
選
挙
が
、
７

ヶ
月
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。 

一
方
、
熊
本
県
阿
蘇
市
で
の
災
害
時
に
、
参
議
院
選
挙
が
実
施
さ
れ
た

際
、
地
震
に
よ
り
町
が
寸
断
さ
れ
、
山
越
え
な
ど
迂
回
せ
ざ
る
を
得
ず
、

投
票
所
に
行
く
の
に
最
大
10
㎞
か
か
る
場
合
や
、
避
難
所
と
し
て
使
用
し

て
使
え
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
被
災
地
で
は
投
票
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

緊
急
時
の
国
会
議
員
選
挙
の
延
長
は
必
須
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

第
２
に
、
自
治
体
に
よ
る
専
決
処
分
と
財
政
処
分
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。 自

治
体
に
お
い
て
は
、
地
方
自
治
法
に
、
特
に
緊
急
を
要
す
る
場
合
に

は
、
議
会
の
承
認
を
経
ず
に
首
長
が
決
定
で
き
る
例
外
措
置
と
し
て
、
専

決
処
分
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

北
海
道
で
も
こ
の
規
定
を
根
拠
に
、
令
和
２
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に

お
い
て
、
休
業
要
請
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
道
内
の
企
業
に
、
特
別
支
援

金
を
支
払
う
事
業
費
と
し
て
、
48
億
６
千
万
円
の
専
決
処
分
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
道
内
企
業
に
と
り
、
恵
み
の
雨
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。 

し
か
し
な
が
ら
、
現
行
憲
法
に
は
専
決
処
分
に
あ
た
る
例
外
規
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。
も
し
、
東
京
都
心
に
壊
滅
的
な
災
害
や
有
事
が
起
こ
り
、
国

会
が
機
能
不
全
に
陥
っ
た
と
し
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。
国
民
の
生
命
財
産

を
守
る
た
め
に
も
、
憲
法
を
改
正
し
、
緊
急
財
政
処
分
を
定
め
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

第
３
に
、
特
措
法
に
か
か
る
問
題
点
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。 

観
光
地
で
あ
る
北
海
道
は
、
全
国
で
も
感
染
拡
大
の
速
度
が
早
く
、
国

に
先
駆
け
て
、
鈴
木
北
海
道
知
事
が
北
海
道
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
を
発

令
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
に
、
政
府
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
特
措
法
の

下
で
、
各
都
道
府
県
知
事
の
判
断
で
、
移
動
制
限
な
ど
の
要
請
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
特
措
法
に
つ
い
て
は
、
当
時
は
罰
則
規
定
も
補

償
金
の
規
定
も
な
く
、
実
効
性
に
欠
け
る
と
の
強
い
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

そ
の
後
、
長
い
審
議
の
上
に
特
措
法
が
改
正
さ
れ
、
罰
則
規
定
を
設
け

る
な
ど
知
事
権
限
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
感

染
症
は
全
国
で
ま
た
た
く
間
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

災
害
は
、
議
会
議
論
が
終
わ
る
の
を
待
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
緊
急
時

に
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
都
道
府
県
知
事
に
権
限
を
委
譲
し
、
大
い
に
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
体
制
を
整
え
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。 

す
な
わ
ち
、
憲
法
に
緊
急
事
態
条
項
を
創
設
し
、
緊
急
時
に
お
け
る
都

道
府
県
知
事
の
権
限
を
強
化
す
る
こ
と
に
法
的
安
定
性
を
与
え
る
べ
き
で

あ
り
ま
す
。 

●
地
方
議
員
か
ら
の
意
見
表
明 

地
方
議
員
３
３
１
４
名
の
署
名
を
受
け
と
め
、 

緊
急
事
態
対
応
の
条
文
化
を 

北
海
道
議
会
議
員 

大
越 

農
子 
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北
海
道
で
は
、
令
和
４
年
、
全
国
に
先
駆
け
て
ニ
ュ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
開
催
し
、
医
療
界
・
経
済
界
・
防

災
の
各
界
が
結
集
し
て
、
災
害
に
強
い
社
会
を
作
る
た
め
の
活
動
が
動
き

出
し
ま
し
た
。 

我
々
地
方
議
員
は
全
国
で
、
緊
急
事
態
条
項
の
国
会
発
議
を
求
め
る
議

員
署
名
を
推
進
し
、
そ
の
数
は
３
３
１
４
名
に
上
り
ま
す
。 

国
会
は
、
こ
の
地
方
議
員
の
声
を
受
け
止
め
て
、
党
派
を
超
え
て
条
文

化
作
業
を
速
や
か
に
行
い
、
国
民
投
票
と
い
う
国
民
が
判
断
す
る
機
会
を

与
え
て
い
た
だ
き
た
い
。 

以
上
、
全
国
の
志
を
同
じ
く
す
る
地
方
議
員
の
皆
様
の
気
持
ち
を
一
つ

に
、
憲
法
に
緊
急
事
態
対
応
を
明
記
す
る
国
会
発
議
を
強
く
求
め
る
意
見

表
明
と
い
た
し
ま
す
。 

 

○アルピニスト野口健さんの被災地における実態のお話がとても分か

りやすく、厳しい現実を知り、胸が締め付けられる思いでした。野口

さんの貴重な体験を元に政治による速効性の高い対応を節に願いま

す。河田先生のお話も大変感銘しました。私も必ず南海トラフは来る

と思っています。自宅にて水や食料の備蓄をしておりますが、もっと

真剣に見直して、取り組みたいと思いました。公助を受けられる前の

自助・共助、大切だと思います。ニューレジリエンスフォーラムは絶

対必要だと思います！ 

 

○「明日は我が身」1 人 1 人がしっかり考えていかねばと考えます。

杉良太郎さん、野口健さんの経験に基づくお話、河田教授の 50 年に

わたる研究からのお話は胸に刺さりました。皆様のお話を聞いてます

ます緊急事態条項を憲法に明記することを早く進めなければ、河田教

授が強く訴えられたようにこの日本がつぶれてしまうと思いました。

（東京） 

 

○野口さんが紹介された、イタリアでは災害が起きた時に 3 日以内に

テント村を作るという決まりがあることが非常に印象的でした。何度

も災害のあった日本にいまだにそのような仕組み、憲法や法律がない

ことに我が国の指導者たちはこれまで何をしてきたのか、がっかりし

ました。一日も早く憲法や法律を定めていただきたい。（東京） 

 

○石川県の神野医師のお話を聞いて、東日本大震災を思い出しまし

た。東京銀座のクリニックには患者さんがいて診療中でした。床が波

のように歪んだのをはっきり覚えています。電源が落ちて機器が不能

となり、電子カルテもダメ、清算も出来ない。全てをメモ書きで終了

時間までやりました。それが数日続き、本当に大変でした。神野先生

の病院のシステムを聞き、本当にそんな病院があるのかと信じられま

せんでした。それも被災地のど真ん中で。大変な費用が掛かっている

ことも想像出来ました。どんなことがあっても地域の医療を守るとい

う強い信念と覚悟を感じ感動しました。（東京） 

 

○河田先生のご講演を拝聴し、大規模災害による甚大な被害想定を目

の当たりにし、少しでも減災できる様に平時からの取り組みの大切さ

を改めて感じます。（京都） 

 

〇「平時の法制度」だけでは、「非常時」に対応できません。「非常

時」に対応できる法制度を準備することの重要性が理解できました。

（東京） 

 

○地方議員からの意見表明での、大越農子北海道議会議員の力強く、

理路整然とし、信念に満ちた言葉に感動すら覚えました。地方議員の

矜持を知りました。（神奈川） 

 参加者アンケートより① 
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自
由
民
主
党
の
、
今
国
会
で
、
衆
議
院
の
憲

法
審
査
会
の
筆
頭
幹
事
を
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
、
中
谷
元
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
日
は
こ
の
１
万
人
集
会
に
お
き
ま
し
て
、

緊
急
事
態
を
憲
法
に
明
記
す
る
大
会
決
議
を

い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
本
当
に
心
強
く

感
じ
ま
す
。
皆
様
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

国
の
危
機
管
理
に
お
い
て
大
事
な
こ
と
は
、
い
か
な
る
事
態
に
お
い
て

も
、
国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
。
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
切
れ

目
の
な
い
対
応
を
す
る
と
い
う
の
は
、
国
家
の
最
大
の
責
務
で
ご
ざ
い
ま

す
。 ８

年
前
、
私
は
、
防
衛
大
臣
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
際
、

安
倍
総
理
と
共
に
、
平
和
安
全
法
制
を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
法
案

の
制
定
に
よ
り
日
米
同
盟
が
非
常
に
強
固
に
な
り
ま
し
た
。
他
の
国
と
の

防
衛
協
力
も
非
常
に
強
固
に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
あ
ら
ゆ
る
事
態

に
切
れ
目
の
な
い
対
応
を
自
衛
隊
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
訳

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

し
か
し
、
日
本
国
憲
法
に
お
き
ま
し
て
は
、
緊
急
事
態
条
項
が
あ
り
ま

せ
ん
。
平
時
を
想
定
し
た
一
般
法
の
延
長
線
で
今
対
応
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
後
追
い
で
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
特
例
法
を
作
っ
た
り
、
問
題
の

箇
所
を
塞
ぐ
よ
う
な
対
応
し
か
出
来
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。 

こ
れ
で
は
、
泥
棒
を
捕
ら
え
て
か
ら
縄
を
な
う
、
い
わ
ゆ
る
泥
縄
。
遅

す
ぎ
る
、
手
遅
れ
に
な
る
。
や
は
り
緊
急
事
態
に
際
し
て
は
、
国
家
の
責

任
と
権
限
を
明
確
に
し
て
、
国
民
を
守
り
抜
く
た
め
の
最
大
の
機
能
を
発

揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
平
時
の
ル
ー
ル
か
ら
緊
急
事
態
の
ル
ー
ル
に
切
り

替
え
る
、
こ
の
概
念
を
憲
法
に
定
め
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
元
、
自
民
党
は
２
０
１
８
年
に
４
項
目
を
提

示
し
ま
し
て
、
「
自
衛
隊
の
明
記
」
「
緊
急
事
態
対
応
」
「
合
区
解
消
」
「
教

育
無
償
化
」
の
条
文
イ
メ
ー
ジ
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

緊
急
事
態
対
応
に
つ
い
て
は
、
民
意
を
代
表
す
る
国
会
機
能
を
維
持
す

る
た
め
の
国
会
議
員
の
任
期
延
長
、
そ
し
て
内
閣
に
お
け
る
緊
急
政
令
の

規
定
を
設
け
た
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

「
何
だ
議
員
の
任
期
延
長
か
」
と
皆
さ
ん
馬
鹿
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

国
会
議
員
は
、
衆
議
院
・
参
議
院
、
国
民
の
意
識
を
決
定
す
る
大
事
な
機

関
で
あ
り
ま
す
。
何
か
あ
っ
た
時
に
国
会
が
な
か
っ
た
ら
、
国
民
を
守
る

行
動
す
ら
出
来
ま
せ
ん
。
自
衛
隊
の
活
動
も
、
国
会
の
承
認
が
必
要
で
ご

ざ
い
ま
す
。 

そ
う
い
う
こ
と
で
今
、
自
民
党
、
公
明
党
、
維
新
、
国
民
、
有
志
、
こ

の
５
会
派
で
70
日
を
超
え
る
長
期
に
わ
た
っ
て
国
政
選
挙
が
困
難
な
場

合
に
、
選
挙
の
特
例
を
設
け
て
、
こ
の
院
の
復
活
を
図
る
と
い
う
緊
急
事

態
条
項
を
衆
議
院
で
取
り
ま
と
め
て
、
そ
し
て
こ
れ
を
衆
議
院
に
提
出
し

て
、
国
民
投
票
に
か
け
よ
う
と
、
ま
さ
に
こ
の
作
業
に
全
力
を
上
げ
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

大
事
な
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
こ
の
改
正
案
が
、
国
民
の
幅
広
い
理
解
、

納
得
、
共
感
を
得
ら
れ
て
、
国
民
投
票
法
に
よ
っ
て
、
し
っ
か
り
と
し
た

憲
法
改
正
が
実
現
で
き
る
、
こ
れ
が
目
的
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

多
く
の
国
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
を
い
た
し
ま
し
て
、
自
民
党
代
表
と
し
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

●
各
党
挨
拶 

緊
急
事
態
に
国
民
を
守
り
抜
く
た
め
の
改
正
案
を 

自
由
民
主
党
・
憲
法
審
査
会
与
党
筆
頭
幹
事 

中
谷 
元 
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ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
、
公
明
党
の
北
側

一
雄
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

２
年
前
の
２
月
24
日
に
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
侵
略
が
始
ま
り
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
も

う
２
年
以
上
経
っ
て
い
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

是
非
、
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
ん
で
す
。

ス
マ
ホ
で
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
最
高
会
議
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。 

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
最
高
会
議
」
は
日
本
の
国
会
で
す
。
こ
の
２
年
余
り
の

間
、
１
日
も
休
ま
ず
、
国
会
を
開
い
て
お
り
ま
す
。
必
要
な
法
律
と
予
算

を
通
し
、
そ
し
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
、
連
日
更
新
さ
れ
て
出
て
く
る
ん
で
す
。 

実
を
言
い
ま
す
と
、
こ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
会
は
去
年
の
秋
に
、
任
期

満
了
だ
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
戦
火
の
中
で
選
挙
な
ん
か
出
来

る
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
選
挙
を
延
期
し
、
そ
し
て
国
会
議
員
の
任

期
を
延
長
し
て
、
連
日
、
国
会
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

２
０
１
１
年
の
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
ま
し
た
。
あ
の

時
、
通
常
国
会
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
対
応
の
た
め
に
、
全
体

で
63
本
の
法
律
を
一
気
に
通
し
ま
し
た
。
こ
の
震
災
の
時
に
、
政
争
な
ん

か
や
っ
て
い
る
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
法
律
と
予
算
を
し
っ
か
り
通

す
、
こ
れ
を
や
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
63
本
の
法
律
の

う
ち
、
22
本
が
議
員
立
法
で
し
た
。 

必
要
な
法
律
を
通
す
、
必
要
な
予
算
を
早
急
に
成
立
さ
せ
て
い
く
、
そ

し
て
政
府
の
役
割
を
し
っ
か
り
監
視
を
し
て
、
ま
た
補
完
を
し
て
行
く
。

そ
れ
が
国
会
の
役
割
で
す
。 

ど
ん
な
事
態
が
あ
ろ
う
と
も
、
国
会
が
こ
の
役
割
を
し
っ
か
り
果
た
し

て
行
く
た
め
に
は
、
憲
法
条
項
の
改
正
が
必
要
で
す
。 

こ
れ
が
実
現
出
来
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
か
皆
様
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

数
あ
る
政
党
の
中
で
も
、
一
番
憲
法
改
正
に

熱
心
な
日
本
維
新
の
会
の
馬
場
伸
幸
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

本
日
は
こ
の
１
万
人
大
会
、
こ
れ
だ
け
多
く

の
方
が
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
憂
い
て
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
の
子
孫
を
考
え
て
、
お
集
ま
り
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
ま
ず
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
大
変
な
お
手
を
煩
わ
し
ま
し
た
実
行
委
員
会
の
皆
様
方
に

も
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

●
各
党
挨
拶 

緊
急
事
態
に
も
国
会
が
役
割
を
果
た
す
た
め
に 

憲
法
の
改
正
を 

公
明
党
・
憲
法
調
査
会
会
長 

北
側 

一
雄 

●
各
党
挨
拶 

緊
急
事
態
条
項
は
４
党
１
会
派
で 

ほ
ぼ
合
意
し
て
い
る 

日
本
維
新
の
会
代
表 

馬
場 

伸
幸 
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さ
て
、
誰
も
が
絶
対
に
潰
れ
な
い
、
絶
対
に
な
く
な
ら
な
い
、
そ
う
思

っ
て
い
た
江
戸
時
代
は
、
２
６
０
年
続
き
ま
し
た
。
明
治
維
新
と
い
う
こ

と
で
、
国
の
大
き
な
施
策
と
し
て
重
厚
長
大
産
業
を
育
て
て
い
く
。
日
本

を
近
代
国
家
に
変
え
て
い
く
。
我
々
の
先
人
た
ち
が
並
々
な
ら
ぬ
努
力
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
70
数
年
経
っ
て
大
東
亜
戦
争
が
起
こ
り
、

日
本
は
敗
戦
へ
と
進
ん
で
い
く
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

も
う
一
度
日
本
を
立
ち
直
ら
せ
よ
う
、
そ
う
い
う
思
い
で
、
ま
た
我
々

の
先
輩
た
ち
が
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て
、
以
来
77
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ

の
77
年
間
、
今
の
日
本
国
憲
法
、
国
民
主
権
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
平

和
主
義
、
３
大
原
則
に
よ
っ
て
、
こ
の
敗
戦
後
の
日
本
の
成
長
を
支
え
て

い
た
だ
い
た
。
こ
れ
は
間
違
い
の
な
い
事
実
で
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
あ
の
戦
後
の
日
本
と
今
の
日
本
を
比
べ
て
み
て
、
社

会
構
造
や
人
口
構
造
、
色
ん
な
こ
と
が
大
き
く
変
化
を
い
た
し
て
お
り
ま

す
。 今

こ
そ
、
今
の
時
代
に
合
う
憲
法
改
正
を
、
是
非
や
ら
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。 

そ
し
て
、
今
日
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
緊
急
事
態
条
項
」
は
、
憲
法
審
査

会
で
、
自
民
党
・
公
明
党
・
国
民
民
主
党
・
有
志
の
会
そ
し
て
私
た
ち
日

本
維
新
の
会
、
こ
の
４
党
１
会
派
が
、
国
会
機
能
の
維
持
に
つ
い
て
は
ほ

ぼ
合
意
を
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
も
う
１
つ
の
柱
で
あ
る
緊
急
事
態
の
際
の
、
何
が
緊
急
事
態
で
、

何
を
ど
う
す
れ
ば
円
滑
に
国
民
の
命
・
財
産
を
守
れ
る
か
、
そ
う
い
う
こ

と
を
今
、
議
論
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
も
既
に
、
国
民
民
主
党
・
有
志
の
会
・
私
た
ち
日
本
維
新
の
会
が
、

こ
の
緊
急
事
態
に
備
え
る
本
体
の
議
論
は
、
既
に
終
え
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
こ
と
あ
る
は
ず
が
な
い
。
今
、
国
会
で
は
そ
う
い
う
こ
と
を

堂
々
と
言
う
政
党
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
の
政
党
の
幹
部
の
方
は
、
東
日

本
大
震
災
の
時
に
は
、
記
者
会
見
に
出
て
く
る
と
「
想
定
外
の
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
す
、
想
定
外
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
」
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
想
定
外
の
こ
と
は
起
こ
ら
な
い
と
断
言
を
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
い
う
方
々
に
、
我
々
の
こ
の
国
家
と
国
民
を
委
ね
る
訳
に
は
ま
い

り
ま
せ
ん
。 

ぜ
ひ
、
今
日
お
集
ま
り
の
皆
様
方
を
始
め
、
日
本
の
国
を
憂
い
、
こ
れ

か
ら
の
子
孫
の
た
め
を
考
え
て
い
る
皆
様
方
の
お
力
で
、
特
に
与
党
の
皆

さ
ん
方
に
、
憲
法
改
正
を
せ
よ
と
。
も
う
や
る
か
や
ら
な
い
か
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
来
て
い
ま
す
。 

是
非
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し

て
ご
挨
拶
に
か
え
ま
す
。 

今
日
は
こ
ん
な
に
沢
山
の
方
が
お
集
ま
り

に
な
っ
て
、
緊
急
事
態
に
備
え
よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
心
合
わ
せ
が
出
来
る
、
そ
の
意
義
は
大

変
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

先
ほ
ど
維
新
の
馬
場
さ
ん
か
ら
、
最
も
憲
法

改
正
に
熱
心
な
政
党
だ
と
い
う
風
に
、
自
己
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
我
々
は
多
分
最
も
熱
心
に
緊
急
事
態
条
項

に
取
り
組
ん
で
き
た
政
党
だ
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、
党
代
表
の
私
と
、

幹
事
長
の
榛
葉
、
ナ
ン
バ
ー
１
・
ナ
ン
バ
ー
２
が
共
に
参
加
し
て
い
る
政

党
は
国
民
民
主
党
だ
け
で
す
。
事
実
と
し
て
申
し
上
げ
ま
す
。 

●
各
党
挨
拶 

皆
さ
ん
と
一
緒
に
危
機
に
備
え
る
新
し
い
憲
法
を 

国
民
民
主
党
代
表 

玉
木 

雄
一
郎 
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我
々
は
２
０
２
０
年
に
誕
生
し
た
政
党
で
、
コ
ロ
ナ
の
真
っ
只
中
で
生

ま
れ
た
政
党
で
す
。
２
０
２
０
年
の
12
月
に
憲
法
改
正
の
論
点
整
理
を
ま

と
め
ま
し
て
、
そ
し
て
翌
21
年
に
衆
議
院
選
挙
が
あ
り
、
議
席
を
少
し
増

や
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
私
自
身
が
、
憲
法
審
査
会
の
メ
ン

バ
ー
に
な
り
、
毎
回
発
言
を
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
し
て
一
昨
年
、
我
が
党
独
自
の
憲
法
改
正
の
緊
急
事
態
の
条
文
案
を

ま
と
め
て
、
そ
し
て
昨
年
、
維
新
の
馬
場
さ
ん
、
そ
し
て
有
志
の
会
の
北

神
さ
ん
を
中
心
に
３
会
派
で
、
こ
れ
は
憲
政
史
上
初
だ
と
思
い
ま
す
が
、

野
党
か
ら
、
し
か
も
複
数
の
政
党
で
共
通
の
条
文
案
を
ま
と
め
た
と
い
う

の
は
、
か
つ
て
無
い
こ
と
で
す
。
こ
の
条
文
案
を
持
っ
て
、
憲
法
改
正
を

し
て
行
こ
う
と
い
う
具
体
的
な
議
論
を
、
憲
法
審
査
会
で
や
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。 

そ
し
て
自
民
党
さ
ん
、
公
明
党
さ
ん
と
も
、
５
つ
の
会
派
で
は
ほ
ぼ
考

え
が
一
致
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
起
草
委
員
会
を
作
っ
て
、
早
く
条
文
案

を
固
め
て
、
発
議
に
持
っ
て
い
こ
う
と
い
う
事
を
、
衆
議
院
憲
法
審
査
会

で
毎
回
発
言
し
て
い
ま
す
。 

も
う
論
点
は
出
尽
く
し
て
い
ま
す
し
、
後
は
や
る
か
や
ら
な
い
か
で
す
。 

た
だ
、
政
治
と
金
の
問
題
も
あ
っ
て
、
国
会
情
勢
は
厳
し
い
ん
で
す
。

も
う
今
日
を
除
い
た
ら
、
あ
と
３
回
し
か
衆
議
院
の
憲
法
審
査
会
は
今
国

会
開
か
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
岸
田
総
理
が
お
っ
し
ゃ
る
ご
自
身
の
９
月
の
任

期
ま
で
の
発
議
は
、
正
直
申
し
上
げ
る
と
風
前
の
灯
火
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
今
日
こ
う
し
て
憲
法
改
正
の
必
要
性
、
取
り
分
け
感
染

症
や
大
規
模
災
害
に
備
え
る
緊
急
事
態
条
項
の
必
要
性
を
、
本
当
に
心
か

ら
信
じ
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
が
後
押
し
を
い
た
だ
く
こ
と
が
、
憲
法
改
正

を
実
現
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
今
日

は
大
変
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
開
催
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

簡
単
で
は
な
い
で
す
が
、
い
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん

の
後
押
し
が
あ
る
か
無
い
か
で
、
中
谷
先
生
も
頑
張
れ
る
か
ど
う
か
、
踏

ん
張
れ
る
か
ど
う
か
、
か
か
っ
て
る
ん
で
す
。 

い
つ
何
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
。
災
害
は
起
こ
ら
な
い
、
と
い
う
人
も

い
ま
す
。 

た
だ
、
少
し
で
も
そ
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
備
え
た

制
度
を
き
ち
ん
と
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
、
我
々
政
治
家
の
責
任
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。 

危
機
に
備
え
る
た
め
、
国
民
か
ら
負
託
を
得
た
私
た
ち
と
、
そ
し
て
そ

の
思
い
を
同
じ
く
す
る
国
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
新
し
い
憲
法
を
作
り

上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

今
日
は
そ
う
し
た
思
い
を
皆
さ
ん
と
共
有
し
て
、
改
め
て
力
強
く
、
前

に
進
め
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
国
民
民
主
党
を
代
表

し
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 
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ニ
ュ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
共

同
代
表
を
し
て
お
り
ま
す
横
倉
と
申
し
ま
す
。 

本
日
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
国

民
の
命
と
生
活
を
守
る
１
万
人
大
会
、
無
事
成

功
裏
に
閉
会
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

格
別
の
ご
尽
力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
関
係

団
体
の
皆
様
に
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

ま
た
、
自
民
党
総
裁
は
じ
め
、
各
政
党
の
代
表
者
の
皆
様
、
国
会
議
員

の
皆
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
ま
た
全
国
知
事
会
、
都
府
県
議
会
議
長
会
、

地
方
議
員
の
皆
様
、
各
界
を
代
表
す
る
大
勢
の
皆
様
が
、
こ
の
日
本
武
道

館
に
ご
参
集
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当
初
は
、
こ
の
大
き
な
会
場
が
半
分
く
ら
い
し
か
入
ら
な
か
っ
た
ら
ど

う
し
よ
う
か
と
、
大
変
心
配
も
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
当

に
今
日
は
、
３
階
の
一
番
上
ま
で
多
く
の
皆
様
に
お
集
ま
り
頂
き
、
本
当

に
あ
り
が
た
く
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

ニ
ュ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
発
足
当
時
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
最
中
で
あ
り
、
感
染
症
か
ら
国
民

の
生
活
を
守
る
と
い
う
事
に
重
点
を
置
い
て
活
動
し
て
お
り
ま
し
た
。
国

民
の
皆
様
の
ご
協
力
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
む
に
つ
れ
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
改
善
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
本
年
元
日
に
発
生
を
い
た
し
ま
し
た
能
登
半
島
地
震

で
は
、
多
く
の
方
が
被
災
を
さ
れ
、
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
と
、
平
時
よ

り
の
災
害
対
策
の
重
要
性
と
、
発
災
時
の
緊
急
対
応
の
大
事
さ
を
痛
感
を

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

災
害
に
よ
る
被
害
軽
減
の
た
め
に
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助
が
必
要
な

こ
と
を
、
私
た
ち
は
今
ま
で
何
回
と
な
く
起
こ
り
ま
し
た
大
き
な
災
害
の

度
に
、
教
訓
と
し
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。 

今
後
、
首
都
直
下
や
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す

が
、
国
難
災
害
に
備
え
、
平
事
か
ら
緊
急
時
へ
と
転
換
で
き
る
ル
ー
ル
と

法
整
備
、
及
び
そ
れ
ら
の
根
拠
規
定
で
あ
る
憲
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣

言
、
す
な
わ
ち
緊
急
事
態
条
項
の
創
設
が
待
た
れ
ま
す
。 

感
染
症
や
自
然
災
害
へ
の
備
え
は
、
国
と
地
方
の
制
度
を
整
え
る
と
と

も
に
、
広
く
国
民
が
認
識
し
、
行
動
に
移
す
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
の
生
命

と
生
活
を
守
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

本
日
は
各
政
党
の
代
表
の
皆
様
か
ら
非
常
に
力
強
い
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
政
治
の
場
で
、
し
っ
か
り
と
決
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

強
い
思
い
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。 

本
日
の
大
会
が
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
、
国
づ
く
り
へ
の
、
新
た
な

出
発
点
と
な
る
こ
と
を
お
祈
り
し
、
そ
し
て
今
日
ご
参
集
の
皆
様
に
心
か

ら
の
御
礼
を
申
し
上
げ
、
閉
会
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日

は
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

      

●
閉
会
の
挨
拶 

災
害
に
強
い 

町
づ
く
り
国
づ
く
り
へ
の
出
発
点
に 

ニ
ュ
ー
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
共
同
代
表 

日
本
医
師
会
名
誉
会
長 

横
倉 

義
武 
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●
「
武
道
館
大
会
」 

ご
出
席
の
国
会
議
員 

(

ご
本
人)

 

五
十
音
順
・
敬
称
略 

 

［
自
由
民
主
党
］ 

石
川 

昭
政 

石
橋 

林
太
郎 

伊
藤 

忠
彦 

井
上 

貴
博 

今
枝 

宗
一
郎 

上
野 

賢
一
郎 

衛
藤 

征
士
郎 

小
田
原 

潔 

鬼
木 

誠 

勝
目 

康 

加
藤 

勝
信 

金
子 

恭
之 

亀
岡 

偉
民 

神
田 

憲
次 

黄
川
田 

仁
志 

岸
田 

文
雄 

櫻
田 

義
孝 

塩
谷 

立 

柴
山 

昌
彦 

下
村 

博
文 

新
谷 

正
義 

杉
田 

水
脈 

鈴
木 

英
敬 

髙
鳥 

修
一 

田
畑 

裕
明 

中
谷 

元 

中
村 

裕
之 

平
口 

洋 

平
沢 

勝
栄 

平
沼 

正
二
郎 

藤
丸 
敏 

古
川 

康 

古
屋 

圭
司 

星
野 

剛
士 

牧
原 

秀
樹 

松
本 

尚 

三
ツ
林 

裕
巳 

務
台 

俊
介 

柳
本 

顕 

山
下 

貴
司 

山
田 

賢
司 

吉
田 

真
次 

(

以
上
衆
議
院) 

 

有
村 

治
子 

衛
藤 

晟
一 

梶
原 

大
介 

加
田 

裕
之 

加
藤 

明
良 

神
谷 

政
幸 

北
村 

経
夫 

田
中 

昌
史 

羽
生
田 

俊 

藤
井 

一
博 

松
下 

新
平 

山
下 

雄
平 

山
谷 

え
り
子 

山
田 

宏 

山
本 

啓
介 

和
田 

政
宗 

(

以
上
参
議
院) 

 

［
公
明
党
］ 

北
側 
一
雄 

(

衆
議
院) 

河
野 

義
博 

(

参
議
院) 

 

［
日
本
維
新
の
会
］ 

阿
部 

弘
樹 

遠
藤 

良
太 

中
嶋 

秀
樹 

中
司 

宏 

馬
場 

伸
幸 

堀
井 

健
智 

美
延 

映
夫 

和
田 

有
一
朗 

(

以
上
衆
議
院) 

青
島 

健
太 

(

参
議
院) 

 

［
国
民
民
主
党
］ 

玉
木 

雄
一
郎 

(

衆
議
院) 

榛
葉 

賀
津
也 

(

参
議
院) 

 

［
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
国
民

を
守
る
党
］ 

齊
藤 

健
一
郎 

(

参
議
院) 

 

●
御
祝
文
を
戴
い
た

皆
様 

 

［
自
由
民
主
党
］ 

高
市 

早
苗 

義
家 
弘
介 

（
以
上 
衆
議
院
） 

左
藤 

章 

と
か
し
き 

な
お
み 

（
以
上 

前
衆
議
院
議
員
） 

 

［
日
本
維
新
の
会
］ 

梅
村 

み
ず
ほ 

（
参
議
院
） 

 

○国の行動が変わるくらいの取り組みができる集まりだったと思う。「平時から緊急時への

きりかえ」は大切、きまりを作る必要あり。「災害と感染症」様々な事態に対応支援できな

いといけない。「あすは我が身」「テント村をどこに作るが各地で準備」→それを指示にまわ

せる。「緊急事態条項」がないという事実を知った。国難災害！！ 「公助、自助、共助」

スルーしてはいけない（南海トラフ大地震）。「緊急財政出動」災害に強い地域政治を。各自

治体の災害対応の部署とこのニューレジリエンスとつながるとよいと思う。（埼玉）  

 

○国民主体のフォーラムなので、連帯感を感じました。想定外を想定内にするご発言が、と

ても心に残りました。わかっていますが目先のことに追われております。このような会に参

加するとモチベーションが高くなります。（東京） 

 

○日本医師会会長等が意見表明され、国民の命と生活を守るための活動は必要不可欠であり

人命の尊さを強く感じました。その中で、国民の命と生活を守るためには、医薬品、食料品

や飲料水等の物資輸送、仮設住宅の設置等を迅速に進める必要があり、医師による医療活動

だけではなく生活必需品は滞る事をなくす事が最重要であると考えますので、物流の重要性

をお考えいただきたいと思います。（京都） 

 

○党派を超えて、あれだけ多くの国会議員・地方議員の皆様が賛同してくださっていること

を心強く感じました。（千葉） 

 参加者アンケートより② 
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●
「
武
道
館
大
会
」 

ご
出
席
の
地
方
議
員 

冨
原 

 

亮 

北
海
道
議
会
議
長 

大
越 
農
子 

北
海
道
議
会
議
員 

藤
沢 

澄
雄 
北
海
道
議
会
議
員 

川
田 

匡
桐 
札
幌
市
議
会
議
員 

五
十
嵐
桂
一 

千
歳
市
議
会
副
議
長 

城
内 

愛
彦 

岩
手
県
議
会
議
員 

石
川
光
次
郎 

宮
城
県
議
会
議
員 

遠
藤 

隼
人 

宮
城
県
議
会
議
員 

高
橋 

宗
也 

宮
城
県
議
会
議
員 

松
本 

由
男 

宮
城
県
議
会
議
員 

村
上 

久
仁 

宮
城
県
議
会
議
員 

跡
部 

 

薫 

仙
台
市
議
会
議
員 

菊
地 

崇
良 

仙
台
市
議
会
議
員 

斎
藤 

範
夫 

仙
台
市
議
会
議
員 

佐
々
木 

心 

仙
台
市
議
会
議
員 

佐
藤 

正
昭 

仙
台
市
議
会
議
員 

田
村 

 

勝 

仙
台
市
議
会
議
員 

千
葉 

修
平 

仙
台
市
議
会
議
員 

遠
藤 

和
典 

山
形
県
議
会
議
員 

飯
田 

智
男 

茨
城
県
議
会
議
員 

石
塚 

隼
人 

茨
城
県
議
会
議
員 

金
子 

晃
久 

茨
城
県
議
会
議
員 

西
野 

 

一 

茨
城
県
議
会
議
員 

五
頭 

泰
誠 

つ
く
ば
市
議
会
議
員 

小
沼 

英
明 

潮
来
市
議
会
議
員 

寺
崎
久
美
子 

稲
敷
市
議
会
議
員 

長
谷
川
武
士 

宇
都
宮
市
議
会
議
員 

山
宮 

敏
夫 

沼
田
市
議
会
議
員 

松
澤 

 

正 

埼
玉
県
議
会
副
議
長 

浅
井 

 

明 

埼
玉
県
議
会
議
員 

鈴
木 

正
人 

埼
玉
県
議
会
議
員 

諸
井 

真
英 

埼
玉
県
議
会
議
員 

稲
川 

和
成 

川
口
市
議
会
議
員 

新
井 

 

均 

日
高
市
議
会
議
員 

加
藤 

将
伍 

日
高
市
議
会
議
員 

加
藤 

大
輔 

日
高
市
議
会
議
員 

金
子 

 

博 

日
高
市
議
会
議
員 

小
谷
野
五
成 

日
高
市
議
会
議
員 

森
崎 

成
喜 

日
高
市
議
会
議
員 

山
田 

一
繁 

日
高
市
議
会
議
員 

横
尾 

貴
文 

日
高
市
議
会
議
員 

和
田 

貴
弘 

日
高
市
議
会
議
員 

岩
沢
ゆ
う
き 

和
光
市
議
会
議
員 

伊
勢
田
幸
正 
富
士
見
市
議
会
議
員 

高
野 

祐
大 
松
伏
町
議
会
議
員 

阿
部 

紘
一 

千
葉
県
議
会
議
員 

小
川 

智
之 

千
葉
県
議
会
議
員 

関 
 

政
幸 

千
葉
県
議
会
議
員 

田
沼 

隆
志 

千
葉
県
議
会
議
員 

中
村 
 

実 

千
葉
県
議
会
議
員 

石
井 

茂
隆 

千
葉
市
議
会
議
員 

伊
藤 

隆
広 

千
葉
市
議
会
議
員 

桜
井 

秀
三 

松
戸
市
議
会
議
員 

都
祭 

広
一 

匝
瑳
市
議
会
議
員 

伊
能 

敏
雄 

香
取
市
議
会
議
員 

つ
か
こ
し
た
か
の
り 

市
川
市
議
会
議
員 

寶
田 

久
元 

神
崎
町
議
会
議
員 

石
島 

秀
起 

東
京
都
議
会
議
員 

磯
山 

 

亮 

東
京
都
議
会
議
員 

小
礒 

 

明 

東
京
都
議
会
議
員 

小
松 

 

大
祐 

東
京
都
議
会
議
員 

柴
崎 

幹
男 

東
京
都
議
会
議
員 

土
屋 

み
わ 

東
京
都
議
会
議
員 

早
坂 

義
弘 

東
京
都
議
会
議
員 

林 
 

明
裕 

東
京
都
議
会
議
員 

星 
 

大
輔 

東
京
都
議
会
議
員 

發
地 

易
隆 

東
京
都
議
会
議
員 

松
田 

康
将 

東
京
都
議
会
議
員 

山
加 

朱
美 

東
京
都
議
会
議
員 

吉
住
は
る
お 

東
京
都
議
会
議
員 

永
田 

壮
一 

千
代
田
区
議
会
議
員 

白
石
さ
と
美 

港
区
議
会
議
員 

新
藤 

か
な 

港
区
議
会
議
員 

根
本 

ゆ
う 

港
区
議
会
議
員 

石
川 

孝
一 

新
宿
区
議
会
議
員 

渡
辺 

清
人 

新
宿
区
議
会
議
員 

太
田 

 

太 

中
央
区
議
会
議
員 

二
瓶 

文
徳 

中
央
区
議
会
議
員 

川
北 

直
人 

江
東
区
議
会
議
員 

千
田 

昌
寛 

江
東
区
議
会
議
員 

二
瓶 

文
隆 

江
東
区
議
会
議
員 

岡
田
勇
一
郎 

台
東
区
議
会
議
員 

田
中 

宏
篤 

台
東
区
議
会
議
員 

松
村 
智
成 

台
東
区
議
会
議
員 

小
林
か
な
こ 

目
黒
区
議
会
議
員 

吉
村 

美
紀 
文
京
区
議
会
議
員 

伊
藤
ま
さ
の
ぶ 

中
野
区
議
会
議
員 

吉
田
康
一
郎 

中
野
区
議
会
議
員 

小
林 

ゆ
み 

杉
並
区
議
会
議
員 

吉
田 

あ
い 

杉
並
区
議
会
議
員 

渡
辺 

友
貴 

杉
並
区
議
会
議
員 

岡
田 

将
和 

足
立
区
議
会
議
員 

鯨
井 

 

実 

足
立
区
議
会
議
員 

鹿
浜 

 

昭 

足
立
区
議
会
議
員 

渋
谷 

竜
一 

足
立
区
議
会
議
員 

古
性 

重
則 

足
立
区
議
会
議
員 

吉
岡 

 

茂 

足
立
区
議
会
議
員 

稲
葉 

一
弘 

墨
田
区
議
会
議
員 

長
南 

貴
則 

墨
田
区
議
会
議
員 

小
林 

智
夫 

江
戸
川
区
議
会
議
員 

鹿
倉 

 

勇 

江
戸
川
区
議
会
議
員 

島
村 

和
成 

江
戸
川
区
議
会
議
員 

落
合 

勝
利 

武
蔵
野
市
議
会
議
長 

東 

真
理
子 

武
蔵
野
市
議
会
議
員 

秋
山 

敏
行 

府
中
市
議
会
議
員 

遠
藤
百
合
子 

小
金
井
市
議
会
議
員 

中
村
庄
一
郎 

東
大
和
市
議
会
議
員 

蜂
須
賀
千
雅 

東
大
和
市
議
会
議
員 

森
田 

博
之 

東
大
和
市
議
会
議
員 

石
井 

伸
之 

国
立
市
議
会
議
員 

遠
藤 

直
弘 

国
立
市
議
会
議
員 

下
澤
由
起
夫 

東
村
山
市
議
会
議
員 

沢
田 

考
康 

東
久
留
米
市
議
会
議
員 

野
島 

武
夫 

東
久
留
米
市
議
会
議
員 

清
水 

彩
子 

武
蔵
村
山
市
議
会
議
員 

波
多
野 

健 

武
蔵
村
山
市
議
会
議
員 

奥
住 

匡
人 

日
野
市
議
会
議
長 

伊
藤 

俊
明 

三
鷹
市
議
会
議
長 

澤
井 

 

慧 

調
布
市
議
会
議
員 

石
井 

 

功 

狛
江
市
議
会
議
員 

小
木 

哲
朗 

狛
江
市
議
会
議
員 

栗
山 

欽
行 

狛
江
市
議
会
議
員 

篠 
 

浩
司 

狛
江
市
議
会
議
員 

辻
村
と
も
こ 

狛
江
市
議
会
議
員 

角
田 
政
信 

稲
城
市
議
会
議
員 

土
居 

範
洋 

稲
城
市
議
会
議
員 

松
田 

大
輔 

多
摩
市
議
会
議
員 

飯
島 

文
彦 

多
摩
市
議
会
議
員 

石
山
ひ
ろ
あ
き 

多
摩
市
議
会
議
員 

山
田 

忠
良 

西
東
京
市
議
会
議
員 

澤
本 

幹
男 

奥
多
摩
町
議
会
議
員 

山
﨑 

 

栄 

瑞
穂
町
議
会
議
長 

香
取 

幸
子 

瑞
穂
町
議
会
議
員 

下
澤 

章
夫 

瑞
穂
町
議
会
議
員 

濱
中 

映
慈 

日
の
出
町
議
会
議
員 

東 
 

 

亨 

日
の
出
町
議
会
議
員 

平
野 

隆
史 

日
の
出
町
議
会
議
員 

小
島 

健
一 

神
奈
川
県
議
会
議
員 

小
林
た
け
し 

神
奈
川
県
議
会
議
員 

田
中
徳
一
郎 

神
奈
川
県
議
会
議
員 

松
田 

良
昭 

神
奈
川
県
議
会
議
員 

小
松 

範
昭 

横
浜
市
会
議
員 

斉
藤 

達
也 

横
浜
市
会
議
員 

高
橋 

徳
美 

横
浜
市
会
議
員 

福
地 

 

茂 

横
浜
市
会
議
員 

横
山 

正
人 

横
浜
市
会
議
員 

末
永 

 

直 

川
崎
市
議
会
議
員 

松
原 

成
文 

川
崎
市
議
会
議
員 

大
八
木 

聡 

相
模
原
市
議
会
議
員 

折
笠 

正
治 

相
模
原
市
議
会
議
員 

須
田 

 

毅 

相
模
原
市
議
会
議
員 

中
村 

昌
治 

相
模
原
市
議
会
議
員 

萩
生
田
康
治 

相
模
原
市
議
会
議
員 

渡
部 

俊
明 

相
模
原
市
議
会
議
員 

甘
粕 

和
彦 

藤
沢
市
議
会
議
員 

町
田 

輝
佳 

藤
沢
市
議
会
議
員 

中
村 

一
夫 

大
和
市
議
会
議
員 

小
沼 

富
夫 

伊
勢
原
市
議
会
議
員 
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岡
崎 

 

進 

茅
ヶ
崎
市
議
会
議
員 

水
島 

誠
司 

茅
ヶ
崎
市
議
会
議
員 

小
菅 
基
司 

秦
野
市
議
会
議
員 

中
村 
知
也 

秦
野
市
議
会
議
員 

神
田 

真
弓 
三
浦
市
議
会
議
員 

柄
沢 

正
三 
新
潟
県
議
会
議
員 

加
藤 

尚
登 

長
岡
市
議
会
議
長 

荒
澤 

浩
和 

阿
賀
野
市
議
会
議
員 

大
滝 

 

勝 

阿
賀
野
市
議
会
議
員 

久
保
田 

陽 

小
千
谷
市
議
会
議 

南
雲 

好
幸 

湯
沢
町
議
会
議
員 

山
本 

 

徹 

富
山
県
議
会
議
長 

大
井 

陽
司 

富
山
県
議
会
議
員 

尾
山
謙
二
郎 

富
山
県
議
会
議
員 

庄
司 

昌
弘 

富
山
県
議
会
議
員 

大
門 

良
輔 

富
山
県
議
会
議
員 

永
森 

直
人 

富
山
県
議
会
議
員 

中
川 

忠
昭 

富
山
県
議
会
議
員 

飯
山 

勝
彦 

富
山
市
議
会
議
員 

大
島 

 

満 

富
山
市
議
会
議
員 

織
田 

伸
一 

富
山
市
議
会
議
員 

髙
田 

真
里 

富
山
市
議
会
議
員 

高
原 

 

譲 

富
山
市
議
会
議
員 

田
辺 

裕
三 

富
山
市
議
会
議
員 

成
田 

光
雄 

富
山
市
議
会
議
員 

柞
山 

数
男 

富
山
市
議
会
議
員 

浅
川 

力
三 

山
梨
県
議
会
議
員 

石
原 

政
信 

山
梨
県
議
会
議
員 

臼
井 

友
基 

山
梨
県
議
会
議
員 

小
沢 

栄
一 

山
梨
県
議
会
議
員 

流
石 

恭
史 

山
梨
県
議
会
議
員 

白
壁 

賢
一 

山
梨
県
議
会
議
員 

 

長
澤 

 

健 

山
梨
県
議
会
議
員 

藤
本 

好
彦 

山
梨
県
議
会
議
員 

水
岸
富
美
男 

山
梨
県
議
会
議
員 

望
月 

大
輔 

山
梨
県
議
会
議
員 

渡
辺 

英
機 

山
梨
県
議
会
議
員 

神
田 

雅
也 

富
士
川
町
議
会
議
員 

西
沢 

正
隆 

長
野
県
議
会
議
員 

丸
山 

栄
一 

長
野
県
議
会
議
員 

柳
澤 

 

潔 

佐
久
市
議
会
議
員 

伊
藤 

秀
光 

岐
阜
県
議
会
副
議
長 

近
藤 

伸
二 

羽
島
市
議
会
議
員 

熊
田 

由
弘 

岐
阜
市
議
会
議
員 

山
本 
裕
三 

掛
川
市
議
会
議
員 

直
江 

弘
文 
愛
知
県
議
会
議
員 

南
部 

文
宏 
愛
知
県
議
会
議
員 

浅
井 

正
仁 

名
古
屋
市
会
議
員 

松
井 

良
憲 

名
古
屋
市
会
議
員 

森 
 

耕
治 

あ
ま
市
議
会
議
員 

稲
垣 

昭
義 

三
重
県
議
会
議
長 

青
木 

謙
順 

三
重
県
議
会
議
員 

石
田 

成
生 

三
重
県
議
会
議
員 

谷
川 

孝
栄 

三
重
県
議
会
議
員 

中
嶋 

年
規 

三
重
県
議
会
議
員 

中
森 

博
文 

三
重
県
議
会
議
員 

山
崎 

 

博 

三
重
県
議
会
議
員 

有
村 

國
俊 

滋
賀
県
議
会
議
長 

奥
村 

芳
正 

滋
賀
県
議
会
議
員 

河
村 

善
一 

愛
荘
町
議
会
議
員 

石
田 

宗
久 

京
都
府
議
会
議
長 

秋
田 

公
司 

京
都
府
議
会
議
員 

荒
巻 

隆
三 

京
都
府
議
会
議
員 

磯
野 

 

勝 

京
都
府
議
会
議
員 

 

近
藤
永
太
郎 

京
都
府
議
会
議
員 

園
崎 

弘
道 

京
都
府
議
会
議
員 

中
島 

武
文 

京
都
府
議
会
議
員 

中
村 

正
孝 

京
都
府
議
会
議
員 

藤
山
裕
紀
子 

京
都
府
議
会
議
員 

宮
下
友
紀
子 

京
都
府
議
会
議
員 

渡
辺 

邦
子 

京
都
府
議
会
議
員 

三
原 

和
久 

精
華
町
議
会
議
員 

松
浪 

武
久 

大
阪
府
議
会
議
員 

遠
藤 

隆
志 

和
泉
市
議
会
議
員 

森 
 

久
往 

和
泉
市
議
会
議
員 

黒
川 

 

治 

兵
庫
県
議
会
議
員 

白
井 

和
弥 

兵
庫
県
議
会
議
員 

戸
井
田
祐
輔 

兵
庫
県
議
会
議
員 

仲
井 

隆
晃 

兵
庫
県
議
会
議
員 

長
瀬 

 

猛 

兵
庫
県
議
会
議
員 

藤
本 

百
男 

兵
庫
県
議
会
議
員 

松
本 

裕
一 

兵
庫
県
議
会
議
員 

河
南 

忠
和 

神
戸
市
会
議
員 

白
國
高
太
郎 

神
戸
市
会
議
員 

井
川 

一
善 

姫
路
市
議
会
議
員 

藤
原 
秀
樹 

西
脇
市
議
会
議
員 

川
口 

延
良 

奈
良
県
議
会
議
員 

下
村 

佳
史 
香
芝
市
議
会
議
員 

新
澤 

良
文 

高
取
町
議
会
議
員 

井
上 

卓
也 

斑
鳩
町
議
会
議
員 

森
口 

 

孝 

大
淀
町
議
会
議
員 

古
川 

祐
典 

 

波
多 

洋
治 

岡
山
県
議
会
議
員 

竹
原 

 

哲 

広
島
県
議
会
議
員 

津
田 

 

宏 

柳
居 

俊
学 

山
口
県
議
会
議
長 

有
近
眞
知
子 

山
口
県
議
会
議
員 

江
本 

郁
夫 

山
口
県
議
会
議
員 

笠
本 

俊
也 

山
口
県
議
会
議
員 

合
志 

栄
一 

山
口
県
議
会
議
員 

坂
本 

心
次 

山
口
県
議
会
議
員 

高
井 

智
子 

山
口
県
議
会
議
員 

西
本
健
治
郎 

山
口
県
議
会
議
員 

守
田 

宗
治 

山
口
県
議
会
議
員 

吉
田 

充
宏 

山
口
県
議
会
議
員 

岩
村 

 

誠 

宇
部
市
議
会
議
員 

新
田 

耕
造 

香
川
県
議
会
議
員 

若
江 

 

進 

松
山
市
議
会
議
員 

弘
田 

兼
一 

高
知
県
議
会
議
員 

槇
尾 

絢
子 

高
知
県
議
会
議
員 

井
上 

順
吾 

福
岡
県
議
会
議
員 

井
上 

正
文 

福
岡
県
議
会
議
員 

浦 

伊
三
夫 

福
岡
県
議
会
議
員 

江
頭 

祥
一 

福
岡
県
議
会
議
員 

永
川 

俊
彦 

福
岡
県
議
会
議
員 

大
島 

道
人 

福
岡
県
議
会
議
員 

大
田 

 

満 

福
岡
県
議
会
議
員 

加
地 

邦
雄 

福
岡
県
議
会
議
員 

桐
明 

和
久 

福
岡
県
議
会
議
員 

小
緑 

貴
史 

福
岡
県
議
会
議
員 

中
牟
田
伸
二 

福
岡
県
議
会
議
員 

野
原 

隆
士 

福
岡
県
議
会
議
員 

波
多
江
祐
介 

福
岡
県
議
会
議
員 

宮
原 

伸
一 

福
岡
県
議
会
議
員 

渡
辺 

勝
将 

福
岡
県
議
会
議
員 

大
原
弥
寿
男 

福
岡
市
議
会
議
員 

井
福 
大
昌 

大
野
城
市
議
会
議
員 

西
久
保
弘
克 

佐
賀
県
議
会
副
議
長 

 

青
木 

一
功 

佐
賀
県
議
会
議
員 

一
ノ
瀬
裕
子 

佐
賀
県
議
会
議
員 

猪
村
利
恵
子 

佐
賀
県
議
会
議
員 

岡
口 

重
文 

佐
賀
県
議
会
議
員 

坂
口 

祐
樹 

佐
賀
県
議
会
議
員 

八
谷 

克
幸 

佐
賀
県
議
会
議
員 

原
田 

寿
雄 

佐
賀
県
議
会
議
員 

鵜
瀬 

和
博 

長
崎
県
議
会
議
員 

大
場 

博
文 

長
崎
県
議
会
議
員 

清
川 

久
義 

長
崎
県
議
会
議
員 

冨
岡 

孝
介 

長
崎
県
議
会
議
員 

新
井 

政
博 

時
津
町
議
会
議
員 

山
口 

 

裕 

熊
本
県
議
会
議
長 

池
田 

和
貴 

熊
本
県
議
会
議
員 

池
永 

幸
生 

熊
本
県
議
会
議
員 

内
野 

幸
喜 

熊
本
県
議
会
議
員 

城
戸 

 

淳 

熊
本
県
議
会
議
員 

坂
田 

孝
志 

熊
本
県
議
会
議
員 

竹
﨑 

和
虎 

熊
本
県
議
会
議
員 

堤 
 

泰
之 

熊
本
県
議
会
議
員 

南
部 

隼
平 

熊
本
県
議
会
議
員 

前
田 

敬
介 

熊
本
県
議
会
議
員 

松
田 

三
郎 

熊
本
県
議
会
議
員 

溝
口 

幸
治 

熊
本
県
議
会
議
員 

川
添 

 

博 

宮
崎
県
議
会
議
員 

中
野 

一
則 

宮
崎
県
議
会
議
員 

松
山 

泰
之 

宮
崎
市
議
会
議
員 

猪
之
鼻 

哲 

延
岡
市
議
会
議
員 

北
林 

幹
雄 

延
岡
市
議
会
議
員 

赤
嶺 

 

昇 

沖
縄
県
議
会
議
長 

大
山 

孝
夫 

那
覇
市
議
会
議
員 
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